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学校の概要 
 

１．学校の設置者 

東京福祉専門学校は、学校法人滋慶学園が設置しています。学校法人滋慶学園は共通の理念のもとに専門学校を全国に運営する滋慶学園グループの構成法

人です。 

 

２．開校の目的 

東京福祉専門学校は史上例のないスピードで進行する高齢化（６５歳以上人口の増大）の波の中で、福祉を中心に、保健・医療の分野で活躍できる「対人援助職」

（人が人らしく、身体と心と社会的な健康をできるだけ保って、自立して行けるよう援助する仕事）を養成します。そうした対人援助職の養成を通じて地域の「健康」と

「生きがい」の情報発信拠点の役割を果たし、一人一人が生き生きと、健康で自立して生きていける社会作りを目指します。 

組織目的 

超高齢社会・少子化の日本においては医療・保育・福祉サービスも多様化しており、更に、外国人留学生の介護業界に対する意識も高くなっています。       

そして、専門分野の学び方もより対話的体験的に知識や技術を修得する教育へと変化しています。このような背景の中、本校は「専門職として自ら考え行動できる

主体性」と「他者と協働する力」が学生に備わる学校を目指しています。そのためにも地域連携を主体とした付帯教育「こども教室」他、「地域活動・相談支援ｾﾝﾀｰ

かさい」・「地域共生社会構築の拠点なごみの家 葛西南部」の運営を行いながら学生にも学びの場として提供し、現場力教育体系を構築することで、社会のニーズ

に応える福祉人材を養成し社会に貢献することを目的とします。 

 

３．校長名、所在地、連絡先 

学校長 小林 和弘  所在地 東京都江戸川区西葛西５－１０－３２  連絡先 ０３（３８０４）１５１５ 

 

４．学校の沿革、歴史 

１９７８年 本校の設置者である「学校法人滋慶学園」の前身、東京薬学専門学院を、パラメディカルスタッフ養成校として開校 

１９８４年 「学校法人滋慶学園」設置。東京医薬専門学校に改組 

１９８９年 東京福祉専門学校開校、「介護福祉科（現．介護福祉士科）」を設置 

１９９０年 「社会福祉科（現．社会福祉士・精神保健福祉士科）」「健康福祉科」を設置 

１９９１年 「医療福祉科」を設置・東京福祉専門学校第２校舎完成 

１９９８年 第３校舎完成・「作業療法科（現．作業療法士科昼間部）」「介護福祉科夜間課程（現．介護福祉士科夜間部）」「児童福祉科」 
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      （現．こども保育福祉科）」を設置 

２００１年 「作業療法科夜間課程（現．作業療法士科夜間部）」「社会福祉士一般養成科（現．社会福祉士一般養成科夜間部）」「精神保健福祉士一般

養成科」を設置 

２００２年 第４校舎が完成 

２００６年 江戸川区から委託され、本校が運営する「地域活動・相談支援ｾﾝﾀｰかさい」を開設 

２００９年 「社会福祉士一般養成通信課程」「社会福祉士短期養成通信課程」を設置 

２０１０年 「介護福祉実践科（現．介護福祉士短期養成科）」を設置 

２０１１年 「みんなの遊々保育園」を開設 

２０１２年 「こども保育福祉科夜間課程」を設置、ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科を東京ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ専門学校から移設 

２０１４年 「介護福祉士実践科」(現．介護福祉士短期養成科)が職業実践専門課程に認定 

２０１５年 「介護福祉士科」「介護福祉士科夜間部」「こども保育福祉科」が職業実践専門課程に認定 

 「社会福祉士一般養成科昼間課程」を設置、社会福祉科を「社会福祉士・精神保健福祉士科」に名称変更 

   ２０１６年 「こども保育福祉科夜間部」「作業療法士科」「作業療法士科夜間部」「社会福祉士・精神保健福祉士科」が職業実践専門課程に認定 

   ２０１７年 「保育士・受験養成科」(現. 保育士受験対策科)を設置。翌年「保育士受験対策科」に名称変更。 

   ２０１８年 「介護福祉士養成科」を「介護福祉士短期養成科」に名称変更。「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科」を「福祉ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科」に名称変更｡ 

指定保育士養成施設 「こども福祉科(昼間ｺｰｽ)(夜間主ｺｰｽ)」(2 年制)を設置｡ 附帯教育を除くすべての学科に「単位制」を導入。 

         江戸川区から委託され、本校が運営する「地域共生社会構築の拠点なごみの家葛西南部」を清新町第 1 校舎内に開設。「介護福祉士科

夜間部」「保育士受験対策科」を廃止。「社会福祉士一般養成科」「精神保健福祉士一般養成科」がｷｬﾘｱ形成促進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに認定。 

２０１９年 「心理ｶｳﾝｾﾗｰ科」「ｷｬﾘｱ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ科」を新設。「福祉ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科」を「国際福祉ﾋﾞｼﾞﾈｽ科」に名称変更｡ 

２０２０年 「介護福祉士短期養成科」を「介護福祉士科」に、「社会福祉士・精神保健福祉士科」を「社会福祉科」に名称変更｡ 

２０２１年 「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科」の修業年限を１年制に変更。また「作業療法士科」の学科名称に昼間部・夜間部を付加し、それぞれ「作業療法士科

昼間部」「作業療法士科夜間部」に学科名称を変更。 

２０２２年 「IT 医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ科」を設置。 

２０２３年 「国際福祉ﾋﾞｼﾞﾈｽ科」「精神保健福祉士一般養成科」を募集停止、廃科。「作業療法士科夜間部」を募集停止、「作業療法士科昼間部」

の名称を「作業療法士科」に変更。「こども保育科 夜間主コース」を募集停止、昼間コースのみ募集を続け、名称を「こども保育科」に変更するととも

に定員を１２０名から８０名に変更。「IT 医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ科」を募集停止。「こどもｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ科」を新設。 
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自己点検･自己評価に対する姿勢 

2005 年 3月に発表された文部科学省「専修学校の振興についての協力者会議」報告の中に、専門学校の持つ職業教育力の特徴は、「専門的な教育と職業観を涵

養する教育とが一体的かつ効率的になされている」点にあると記載されています。それは、学生一人ひとりが目指す職業に向けて、専門的にも人間的にも自己の成長

を遂げて社会で生きる力を育む教育であり、我々は職業人教育（※1）と位置づけています。 

本校は、一人ひとりが自己実現のための目標を達成できるよう、教育活動の充実を目的とした教育システム（※２）と３つのポリシー【ディプロマ・ポリシー（卒業認定の

方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）、アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）」】を策定しています。 

実践的な職業人教育に向けた取り組みの適切さ等について自ら評価、公表することにより、更なる学校として組織的・継続的な改善を図っていく方針でいます。 

 

※1職業人教育 ＝ 職業人教育を我々は以下のように定義する。 

職業人教育=キャリア教育＋専門職業教育  

キャリア教育とは、社会人として必要な基礎的な知識・思考・態度の教育 

専門職業教育とは、特定の職業に就くための専門的知識・技能・態度の教育 

 

※2 教育システム ＝ 広義の教育システムを「養成目的と教育目標」（養成目的はその学科の社会的ニーズ、教育目標は卒業時到達目標）、「目標達成プロセス」（カリ

キュラム、学年暦、時間割、シラバス、コマシラバス、小テスト等）、「目標達成素材」（教科書、教材、教育技法）、「目標達成支援人材」（担任、専任教員、非常勤講師

等）、「評価基準」（透明性、公平性、競争性）の 5要素で構築している。 
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学校関係者評価委員会の構成と意義 
 

 

 

 

 

 

自己評価を行なうにあたり学校関係者評価委員会を組織化して、学校の教育活動そのものの質の向上、学校運営の改善・強化を計り推進していく機関としてその

機能を果たしていきます。 

学校関係者評価委員は学生保護者、卒業生、関係業界、高等学校、地域住民、自治体関係部局などの関係者で構成し、学校が提出した自己点検・自己評価の

結果に基づいて意見交換及び適正な評価を行い、その結果を公開することで健全な学校運営を継続していくことを目的としています。 

学校は関係者評価委員会を通して、現状と取り組みについて適切に説明責任を果すとともに、母体である学校法人滋慶学園として教育理念である「建学の理念」

「4つの信頼」（※３）を、日々教職員の教育力・運営力向上に努めていくことを約束します。 

  

 ※3 「建学の理念」＝実学教育・人間教育・国際教育   「4つの信頼」＝学生の信頼・保護者の信頼・業界の信頼・地域の信頼 
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教育理念 
 

① 実学教育 

  対人援助職として、各々の業界で、活躍し、仕事をするためには、即戦力となる技術・知識を身につけることが必要です。 

  また、資格を取得する必要がある場合は、それに合格しうる技術・知識を習得してもらうことが何よりも大切と考えています。 

本学では、即戦力となるために、学力（技術力・知識力）を磨きます。一時間といえども無駄な授業はありません。まず、出席すること、そして授業に没頭することが大切です。 

特に、実学教育の要となる教育システムが、ＬＴ２教育システムです。LT２教育システムは、見て（LOOK）、体験して（TRY）、聴いて（LISTEN）、考える（THINK）というプロセスで

学習し、本学が抵触する「共育協同」の考えにも繋がる教育システムです。 

現在、その「共育協同」を学内で実現できるようにしたのが、こども教室、地域共生社会構築の拠点なごみの家葛西南部、地域活動・相談支援センターかさいとの連携です。現

在各学科・各学年がそれぞれのカリキュラムに盛り込み、体験しながら学ぶことができる学習環境づくりをしています。 

 

② 人間教育 

いかに技術的に優れていても人間性に欠けていたら決して信頼される人間にはなりません。学校には「今日も笑顔であいさつを」の標語がいたるところに掲示されています。笑顔

のあいさつから一日が始まり、人と人のコミュニケーションが始まります。 

むずかしい社会のしきたり・きまりも相手を尊敬し、信頼するあたりまえの簡単な行為からときほぐされていきます。授業・研修等の種々のカリキュラムを通して人の大切さの精神を

育み、心の問題を考え、社会人としての基本的なマナーはもちろん、ビジネスマインドをしっかり持ち、社会人としての身構え、気構え、心構えを持った職業人の養成に力をいれてお

ります。 

 

③ 国際教育 

21 世紀はボーダーレスの時代といわれています。あらゆるジャンルにおいて外国の方々とビジネスをすることが普通のこととなってきました。また、インターネットの利用も学習や

生活に不可欠なものとなってきました。国際化＝英会話とのみ考えるのではなく、コミュニケーションの手段として英会話（英語理解力）は大切な要素となりますが、相手のことを考え、

相手の国のことを考えることも大切なことです。同時に自国のこと（歴史・文化・伝統）、自分のことをよく知り主張できることも大切です。つまり国際的な感性を学び知ることの方がもっと

大切です。 

外国人留学生との交流・海外研修・英会話授業・インターネット利用等を通して国際性を高め、国際的な感性を見につけてもらうことを建学の理念としています。 
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学校の目標（今後５年間） 
 

 5 ヶ年の目標（2020年度から 2024年度までの 5年間に、以下の目標を達成します） 

１．定員充足率を１００％にする 

２．収支基盤の安定を図る 

３．新商品の開発を行う  

目標の意図 

１．介護福祉士を始め、福祉・医療・保育の専門職が現場では不足しています。今後、ますます専門職が求められていく中で、確実に入学者を確保してい

くことがまず必要と考え取り組んでいます。 

２．専門学校の中退がきっかけでニート、フリーターになるリスクは高く、その予防は社会的使命といえます。また、中退は学生個人の問題に帰属すると

とらえず、私たちの教育力、学生の支援力に課題があるととらえ、授業が楽しい、仲間がいる、将来に希望がもてる学校づくりに取り組んでいます。 

３．そのためにも必要である「収支基盤の安定」により、健全な学校運営に取り組んでいます。  

目標を達成するための方策 
 

各職種の対象者と関わる４つの教育コンテンツを整備し、地域との連携をさらに強化する。 

さらに、CCC（チェンジ、チャンス、チャレンジ）の考えを浸透し新商品・新しくみの開発をする。 

広報 

 

教育 

 

就職  

総務 
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①サッカー型組織 

   私たちの学校は大きく 4部門（教務、企画、就職、総務）で構成しています。それぞれの部門で働く教職員の職務分掌は、固定しているものと、変化するものがあります。 

機に応じて役割を変え、通常の役割を越えて働くことを良とする、サッカーのような組織を理想としています。 

   

②職務分掌 

理事会 グループ総長 滋慶学園グループ全体の運営方針、人事の決定を行なう。 

法人理事長 滋慶学園グループの運営方針に基づき、法人の学校方針実現に向けて助言・諸活動を行なう。 

常務理事 滋慶学園グループの運営方針に基づき、グループ校の運営方針の決定を行なう。 

学校長 建学の理念を体現し、教育、指導運営において、周知徹底に寄与する。 

副学校長 学校長を補佐・代行し、学校業務の質と実績を高めるために助言・諸活動を行なう。 

本部長 常務理事を補佐し、グループ校の運営方針を遂行するとともに、各学校責任者の指導、助言を行なう。 

教職員 事務局長 学校責任者として事業計画を作成し、学校運営にかかわる全ての意志決定の責任を負う。 

教務部長 学校運営全ての業務において、事務局長を補佐し、事業計画実現に向け諸活動を行なう。 

学部長・学科長 学部・学科の事業計画の作成、運営にかかわる全ての意志決定の責任を負う。 

広報センター長 学校広報目標について、事務局長の監督のもと、各リーダーと連携をとりながら、その実現に責任を負う。 

キャリアセンター長 学校就職目標について、事務局長の監督のもと、各リーダーと連携をとりながら、その実現に責任を負う。 

学生サービスセンター長 

コンプライアンスセンター長 

学校予算の管理、教職員、及び学生の環境整備について、事務局長の監督のもと各リーダーと連携し、その向上の為の責任を負う。 

各部署と連携し、関係機関への申請・届出・報告を滞りなく行い、本校のコンプライアンスを主体となって推進する。 

 

スタッフ職 個別業務の執行について、上長の監督のもと、全般的な意思決定を行なう。事業計画、教育目標達成に向けた業務、プロジェクトや

委員会活動など部署横断的な活動に対し積極的にその諸活動を行なう。 
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学校組織の整備 
 

個の自立と学習する組織 

 私たちの学校は、学内において教職員が組織的に学習に取り組み、スタッフ一人ひとりが成長できる組織を目指しています。そのために、学習する組織のあり方

と、学校運営の方法の確立に取り組んでいます。 

 １．知の蓄積と伝承を促す組織的学習システムの構築 

    学習グループの推奨 学校の基本単位は教務部と事務部で、それぞれ学部、学科、センターがあります。5 名内外のメンバーで構成されるそのチームを学習グ

ループとして位置づけます。また、クロスファンクショナルなチーム（プロジェクトや委員会など）も同様に学習グループとして位置づけ、自問自答と対話と探求による

学習を行ないます。 

 ２．自問自答と対話と探求による意思決定システム 

    自問自答＝会議・研修は事前準備され、目的、議題、資料などは事前に参加者に配布します。参加者は事前に自分なりの考えと、なぜ自分はそう考えるのかを

問い詰めてから参加します。主催者は、あらゆる個人のあらゆる問い、疑問、質問を尊重し、傾聴する場づくりに努めます。大切なのは自答ではなく、自問です。考

え、調べ、学ぼうとする個の力を育成するのがねらいです。                                           

    対話（ダイアローグ）＝主催者はすべての参加者が役職や立場などに関わりなく平等に議論する場をつくるよう努めなければなりません。主催者と参加者は、対話

の結果たどり着いた合意が、単なる妥協や組織内政治の結果ではないか、本質的な問いとなっているか、組織の原則・基本理念と整合しているか、をよく検証する

必要があります。 

    探求（根拠を問う）の推奨＝問いや主張が対立し、平行線をたどるような場合、相互の主張や考えの背後にある事実やデータについて議論するよう、心がけなけ

ればなりません。それぞれが主張する推論の根拠を問い、誰が正しいのか？ではなく、なにがより筋の良い問いであり、仮定であるかを大切にします。 

   会議のシステム 

   

学内会議 

 
【運営会議】【拡大運営会議】月 1 回 事務局長、教務部長、部署リーダー 

【広報会議】月１回 事務局長、事務部長、指名者 

【教務会議】月 1 回 教務部長・学部長・指名者 

【人事会議】年間 4 回   事務局長、学生サービスセンター長、部署リーダー、指名者 

【全体会議】 月 1 回 全教職員 

【部署別ミーティング】月 2～4 回   等 

グループ会議 

【EAST 戦略会議】 年 12 回  

【分野別戦略会議】 年 12 回 

【総務センター会議】 年 12 回 

【人事センター会議】 年 12 回 
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学校組織の整備 
 

④ 意思決定システム（コミュニケーション一覧） 

方法 目  的  実施回数 主催者 対象者 

常務会・拡大運営協議会 滋慶学園グループ運営の最高決議機関 10回／年 総長 常務理事・指名者 

EAST戦略会議 滋慶 EASTの事業計画の推進についての起案・検討・決裁を行う 12回／年 常務理事 本部長・センター長・事務局長 

分野別戦略会議 各校の事業計画達成に向けて、月毎に状況を確認し、機会発見と問題発見を行う 1回／月 運営本部長 事務局長・事務部長・教務部

長・広報センター長 

運営会議・拡大運営会議 事業計画達成に向けて発生する様々な問題を協議・解決する 1回／月 事務局長 部署リーダー 

全体会議 事業計画達成に向け「情報」と「想い」の共有を図る 1回／月 事務局長 全教職員 

広報会議 広報目標達成に向けて発生する様々な問題を協議・解決する 2回／月 広報センター長 部署リーダー・指名者 

教務会議 DO、進級率、学生満足度の 3つの数値目標達成に向けて、問題発見、課題解決立案、業務進行確認を行う 1回／月 教務部長 学部長・指名者 

部署別ミーティング 学校の事業計画達成に向けて、問題発見、課題解決案立案、業務進行確認を行う 2回～4回／月 都度  都度 

プロジェクト会議 各プロジェクトで協議し、運営会議に起案する 適宜 PJ リーダー メンバー 

O・N・O  相互の情報交換や特定の問題、状況、関心事について時間をとって話をすることにより、問題発見と

解決につなげる。 

月 1回/適宜 マネージャー・トレーナー 全教職員 

講師会議 「個別最適化」実現に向けて、授業を改革するきっかけづくりを行う 2回／年 教務部長 全講師 

TBM（ツールボックスミーティング） 情報の共有を図り、業務遂行を円滑にする 適宜 都度 都度指名者 

朝礼・終礼 スタッフのシフト変更確認、連絡事項、事務局長・教務部長からの周知事項 毎日 事務局長 全教職員 

E メール ・ サイボウズ Garoon (ガルーン) ・ Teams 

議題･議事録/情報共有 議題配信：事前準備を促し会議への参加意欲を高める。議事録配信：決定事項の内容確認や伝達に活用する      
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学校組織の整備 

 

 ⑤滋慶教育科学研究所  

  滋慶教育科学研究所（略称 JESC、以下 JESC という）は、滋慶学園グループ傘下各校の教育の質的向上を目指す一般財団法人です。本校が参加する JESC の主

な研究、研修活動には以下のものがあります。 

滋慶教育科学学会 滋慶学園グループの各校の教育実務・技法等の研究成果の発表、社会貢献に資するための職員の研鑽と人材育成の場として毎年開催しています。 

ＪＥＳＣ教育部会 福祉教育部会 
福祉に関連する学科を設置している学校で部会活動を行なっています。活動内容は、情報収集、資格試験データ分析・データ管理、講師、実習、求人の

相互活用、模擬試験問題作成などです。 

ＪＥＳＣ国家試験対策研修会 
学校の枠を越えた学校間連携を図り、同じ分野を教える学校が協力し、国家試験の傾向、学生の能力・動向といった情報を収集・分析します。合格に最適

なカリキュラムと学習法を構築し、全員合格を目指して国家試験に向けた授業のサポートを行います。 

マネジメント研修 マネジメントに携わるマネージャー及び指名者を対象に研修を行ない、マネジメント力の向上を目指しています。 

教職員カウンセリングカウンセラー研修 
すべての担任と、直接学生と接点を持つ前教職員が２年間にわたってカウンセリング研修を受けることを義務付けています。カウンセリング研修で得た知識

技術を活かし、学生カウンセリングを行なっています。 

OJT トレーナー研修 新入職者に対してトレーナーとしての心構え及びトレーナーに求められるスキルを学びます 

新入職者研修 

FD研修 

 

学園に入職して仕事を始めるにあたって、学園の理念や原理原則を理解し、自分らしさを活かして仕事を楽しめるよう研修を行なっています。 

ミクロレベル（新入職対象授業づくり研修）、ミドルレベル（学科長対象、カリキュラム研修）マクロレベル（局長、部長対象教員の質保証研修） 

により教育力の向上を目指しています。 

⑥学内・学外研修体制 

私たちの学校は、学内において学習に取り組み、スタッフ一人ひとりが成長できる組織を目指しています。そのために、学習する組織のあり方と、学校運営の方法の確

立に取り組んでいます。 

スタート研修 学園グループ、学校の 5 ヶ年の計画を理解し、単年度の事業計画について各部署、個人の単位まで目的、目標、行動計画を作成します。 

教務研修 学生が興味を持って主体的に学ぶ意欲を喚起する授業力、担任のクラス運営力や学生支援力を高めるための研修を行なっています。 

広報研修 デジタルとアナログを有効活用し、「人」を見せる広報で来校率・出願率を高めるための研修を行います。 

業界・関係団体主催の研修への参加 養成する職種や資格について、その業界・関係団体等がおこなう研修に教員が参加し、知識やスキルの向上を図っています。 
 



１１ 

２０２３年度重点目標達成についての自己評価 

２０２３年度重点目標 達成状況 今後の課題 

 

 【組織目的】 

将来的には、福祉に関わる人材を養成する教育機関から、福祉・リハビリ・保育などを中心とした業界と

の様々な形での連携によってそれらを繋げる人材を輩出する「社会と福祉のネットワーク」機関を目指

す。 

 そのために関連業界の変化をはじめ、DX・デジタル・ロボティクスなど、社会の変化に対応した「新しい

福祉の学び」や「現場体験プログラム」を積極的・継続的に開発し、多様化した受験生のニーズや 

 学科間の連携を進めることで顧客満足度（CS）の高い教育を提供し続ける。 

 また、ひとり一人が強みを成果に活かし、成長によりチームへの貢献を感じられ、成果を称賛し合う運営

を通じて職員満足度（ES）の高い組織となる。 

 

【目指す人材像】    
多様な人が活躍する地域社会づくりを推進できる専門職 

そのために、 

・教科内学習：各学科において専門職として備えるべき知識・技術・倫理・尊厳などの基盤を現場体験

をともなって身につけるカリキュラムを整備する(カリキュラムマップ等の作成と見える化)とともに、 
・教科外学習：興味・関心や習得度に応じたカリキュラム外の学習(学科を超えた新しい福祉を体感す

るプロジェクト学習、補習授業等)を実践する。 
同時に教育の DXを推進し、個別最適化された学習方法を開発し続ける。 

 

【教育～基本の徹底と学習者中心の学び（個別最適化）】 

 ・1年生学習理由の DOを特別チームで防止する 
 ・現場体験を含め教科内学習のカリキュラムを整備する 
 ・興味や関心・習熟度に応じた教科外学習を構築する 
 ・個別最適化に向けた学習方法を開発する  
 

 【広報～早期化と自動化】 
 ・AOエントリーの仕組みを中心に早期広報を強化する  （高 2から 50％・ＡＯ：240通） 
 ・学び方・働き方の多様性を「見える化」する 
 ・オウンドメディアを活用し、福祉業界の啓蒙を図る  
・CRM/MA をさらに進める  
 

 【DX～Teams とネットワーク】  
 ・教職員・講師・学生全てを Teansで繋ぎ、データの活用をはかる 
 ・デジタルシフト～ＢＩの活用を検討する 
 ・Office365 を活用した業務改革を進める 

 

広報の指標として 2023 年度の学生募集活動の結

果、目標 348 名に対して 282 名の入学者であった。

作業療法士科夜間部を募集停止したこともあり、昨

年度の入学生よりも約25名減少する結果となった。

内訳として堅調であったソーシャルワーク系（社

会、心理、一般養成）では社会の入学が伸びず、定

員増をした一般養成かも入学定員充足には至らな

かった。介護福祉士科は当初 36 名 1 クラスで開始

したが、留学生の入国が順調に戻り、60 名の入学者

を募集することが出来た。こども保育科（昼）・作業

療法士科（昼）・キャリアデザイン科はすべて定員未

達。 

アフターコロナとなり、ほぼ来校型イベント運営

を実施してきたが、イベント集客およびリピーター

数は目標を大きく上回ることが出来たものの、出願

率が大きく減少した学科が定員充足ができなく苦

戦した。 

ハローワーク委託訓練生は介護福祉士を募集せ

ず、入学者 52 名（前年実績 36 名）となる。 

 

教育の指標として中途退学者目標 43 名（4.9％）

に対して 62 名（6.6％）という結果（前年実績 62 名 

6.6％）。目立ったのは、社会・心理のメンタル面で

の登校不良から退学に至るケースであった。 

国家試験の結果については、社会福祉士一般養成

科 100%合格をはじめ、介護福祉士科で日本人 100%

と好結果を遂げ、他学科に関しても総じて昨年度の

合格率を上回る結果となった。 

 
就職の指標として、就職希望者の就職率は 95%で 3

月末日までに 100％は達成できず。 

。 

 

  

昨年に続き学生募集と退学者数はともに目標

を大きく下回る結果となった。 

 

アフターコロナで留学生の入学者が戻ってき

たことは好材料だが、集客からの AO～出願に至

る歩留まりの点で昨年度を大きく下回ったこと

が大きな要因となる。福祉・医療・保育の分野に

多くの卒業生を輩出することは社会貢献である

と考えている。次年度入学生を入学定員どおり確

保するために、ターゲットを高校新卒にシフト

し、早期広報を展開していく必要がある。これは

「実技特待生制度」「AO エントリーシート」「再

来イベント」の 3 つを大きく改革していくことで

実現していき、さらに社会環境の変化やオンライ

ンでの募集活動にも注力しながら学生募集を行

っていく。 

 

進級率・退学者数は、様々な経路（高校新卒・

既卒・社会人経験者・委託訓練生・留学生等）を

経て入学してくる学生個々の状況の多様化に対

応するのが難しくなってきている。個々の学生の

課題に対応するスキル面、多様化した学生を１つ

のクラスとしてマネジメントする担任力が不可

欠である。 

また、一様に集団へのインプットを強化するだけ

では教育効果が上がらない。学生個々の状況によ

って支援の方法を変化させ、「学習者主体の教育

（個別最適化）」を図ることが必要である。Teams

の導入により、学生個々のデータを蓄積し、AI を

活用して分析することで個別最適化を実現する。 

 1 年生の DOを押さえるために、「教育 DX」プロ

ジェクトを発足させ、進級率 92%の目標を達成し

ていく。 

 

組織運営においては、ひとり一人が強みを成果

に活かし、成長によりチームへの貢献を感じられ

る運営を通じて職員満足度（ES）の高い組織を

目指す。 



１２ 

 

２０２４年度の重点課題 
  

 

  

                  

目指す人材像              

 

多様な人が活躍する地域社会づくりを推進できる専門職                  

 

 

【教育】                                

広報=教育 学生満足度=夢の実現を念頭に        

学科運営及びフロー教育を構築し学校目標を達成する。                                     

 

【広報】                                

広報 DX で顧客データを有効活用し、効率的・効果的な広報手法を確立するとともに早期広報に注力する。          

また、広報＝教育となる広報改革を学校全体で推進する。                                     

 

【組織の改革】                            

    効率的な運営のできる事務部組織の構築と決定スピードの速い会議システムにより          

各チームが結果に責任を持ち成果を上げる組織を作る     
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

学校法人滋慶学園は「職業人教育を通して社会に貢献していく」ことを

ミッションにしている。 

 

滋慶学園グループ全ての目標は、以下に示す 3つの建学の理念の実

践と、４つの信頼を得ることであり、ヴィジョンとして掲げている。 

 

【建学の理念・４つの信頼】 

建学の理念（①実学教育 ②人間教育 ③国際教育）を実践し、４つ

の信頼 （①学生・保護者からの信頼 ②高等学校からの信頼 ③業界

からの信頼 ④地域からの信頼） を得られるよう学校運営をしている。 

 

【組織目的】 

超高齢社会・少子化の日本においては医療・保育・福祉サービスも多

様化しており、更に、外国人留学生の介護業界に対する意識も高くなっ

ています。そして、専門分野の学び方もより対話的体験的に知識や技術

を修得する教育へと変化しています。このような背景の中、本校は「専門

職として自ら考え行動できる主体性」と「他者と協働する力」が学生に備

わる学校を目指しています。そのためにも地域連携を主体とした付帯教

育「こども教室」他、「地域活動・相談支援ｾﾝﾀｰかさい」・「地域共生社会

構築の拠点なごみの家 葛西南部」の運営を行いながら学生にも学びの

場として提供し、現場力教育体系を構築することで、社会のニーズに応

える福祉人材を養成し社会に貢献することを目的とします。さらに2022年

度からは、「社会と福祉のネットワーク」機関となることも追記している。 

 

【育成人材像】 

建学の理念に基づいて、東京福祉専門学校は、史上例のないスピ

ードで進行する高齢化（６５歳以上の人口の増大）の波の中で、福

祉を中心に、保育・医療の分野で活躍できる「対人援助職（人が人

らしく、身体と心と社会的な健康をできるだけ保って、自立して生

きて行けるよう援助する仕事）を養成している。2022 年度からは「変

化する福祉業界をリードする人材」を追記している。 

 

 

 学校法人滋慶学園の掲げる「職業人教育を通して社会に貢献して

いく」ことをミッションとして、本学では、３つの建学の理念の実

践、４つの信頼を得られるように学校運営が行なわれている。 

 

 社会情勢が変化する中であっても、組織目的を達成すべく東京福

祉専門学校独自の「新しい福祉の学び」と「現場体験プログラム」

を具現化していく。例えばこども保育科での「こども教室」は地域

の認知度が高く、学生への教育効果も高いことが確認できる。また、

第 1 校舎での「地域共生社会構築の拠点なごみの家」についても地

域の高齢者と一緒に学べるカリキュラムを実施していく。 

 

これらの地域と連携した教育において、地域福祉および学生への

教育効果の双方を充分に満たせる体制、プログラムを構築し、認知

度を高めていくことを実施してきたが、2020～21 年度はコロナ禍と

いう社会情勢の変化により学外の人々を集めて学生とかかわる行事

の実施が困難となった。 

 

2022年度については、事業センターの各施設「支援センターかさい」

「地域共生社会構築の拠点なごみの家」 が社会情勢の変化、制約のあ

る活動が強いられる中で、地域を巻き込み、事業センターと教育が連携

することで、これをブランド化していくことで他校にはない教育カリキュ

ラムを構築していく事を継続していく。 

さらに、コロナ禍によって確立された「オンライン授業」や各種

業務のデジタル化は、新しい教育の提供を可能にもしている。いわ

ゆる DX を推進していくことがカギとなるが、教育では「学習者中

心の教育（個別最適化）」を目指し、Teams を活用することでデータ

の蓄積を図り、将来的には AI での分析によって実現していく方向で

取り組んでいく。 

 

【滋慶学園建学の理念】 
① 実学教育 

 スペシャリストが求められる時代に即し、業界に直結した専門学校として、即戦力となる

知識技術（テクニカルスキル）を教授する。一人ひとりの個性を最大限に活かし、それぞ

れの業界で力が発揮できるよう構築された『滋慶グループ独自の教育システム』。これを

中心に、人に感動を与え、プロ意識を持った『即戦力として仕事ができる人材』を、各業

界との連携のもと「各々の業界に直結した専門学校」として養成する。 

② 人間教育 

開校以来『今日も笑顔で挨拶を』を標語として掲げ、他人への思いやりの気持ちやコミ

ュニケーションを大切している。学生は技術・スキルだけではなく、各教育プログラムを通

じ、コミュニケーション能力、リーダーシップがとれる対人スキル（ヒューマンスキル）や逞

しさを身につける。同時に、自立した社会人・プロの職業人としての身構え・気構え・心構

えを養成する。 

③ 国際教育 

コミュニケーション言語としての英語、および専門英語を身につけるばかりでなく、より

広い視野でモノを捉える国際的な感性を養う。『自分を愛することのできない人に、他人

を愛することはできない』をモットーに、日本人としてのアイデンティティを確立したうえ

で、価値観や文化の違いを尊重できるようにする。 

 

【滋慶学園４つの信頼】 
① 学生・保護者からの信頼 

 多くの高校生は説明会・体験入学を通じ、自分の将来に夢を発見し、職業への目的意

識を持って入学する。私たちは、入学生が目指す業界へのハードルを越え、夢を叶える

手伝いをし、結果が出れば学生・保護者から信頼される学校となる。 

② 高等学校からの信頼 

この仕事、この業界をめざすのであれば滋慶学園グループの学校を選ぶよう、実績を

通じた信頼をベースに指導していただけるよう、高等学校の先生から信頼される学校に

なる。 

③ 業界からの信頼 

 産業界は、実力主義に移行し、人材採用基準も「何が出来るか」を問う能力主義に変

化を遂げている。自己責任で生涯学習の出来る人が求められる。滋慶学園グループで

は即戦力の人材を養成し、業界が望む技術、知識、スキル、考え方、マナーなどを習得

させ、職業に就かせる。業界から信頼される学校になる。 

④ 地域からの信頼  

 地域との共生で、クレームを前向きにとらえ、先生・学生たちが率先して学校周辺を清

掃し、地域の方々への挨拶などの努力を重ね、受け入られ、地域に密着した学校になっ

ていく、地域の産業界、地域の方々から信頼される学校にしてゆくことが肝要である。 

 

 

最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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1-1 理念・目的・育成人材像 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

1-1-1 理念・目的・

育成人材像は、定

められているか 

□理念に沿った目的・育成人

材像になっているか 

□理念等は文書化するなど

明確に定めているか 

□理念等において専門分野

の特性は明確になっている

か 

□理念等に応じた課程(学

科）を設置しているか 

□理念等を実現するための

具体的な目標・計画・方法を

定めているか 

□理念等を学生・保護者・関

連業界等に周知しているか 

□理念等の浸透度を確認し

ているか 

□理念等を社会の要請に的

確に対応させるため、適宜見

直しを行っているか 

 

 

 

５ 本学は、滋慶学園の福

祉分野の学校として、基

準１特記事項にも掲げて

いるように、3 つの建学の

理念および、４つの信頼

を掲げている。さらに、滋

慶語録・教育指導要領・学

生便覧によって、分かり

やすい言葉で具体的に示

されている。 

常に時代のニーズ変化

を的確に捉え、状況に応

じ、カリキュラムを工夫

することで、実現を図っ

ている。 

業界が求める人材の変

化に応じて、適宜見直し

が図られ、教員に対して、

広く周知徹底が図られて

いる。 

本学は、「職業人教育を

通して福祉分野に貢献し

ていく人材を養成してい

く」ことをミッションに

している。 

そのため、業界のニー

ズに合致した学生の養成

が不可欠である。 

現在、養成目的・教育目

的は、業界が求める人材

の変化に応じて、適宜見

直しを行っているが、今

後も常に業界が求める人

材についてリサーチし、

柔軟に教育カリキュラム

変更をしていく必要があ

る。 

建学の理念は、堅持し

ていく必要があるが、目

的、育成人材像に関して

は、業界のニーズ・動向・

変化によって、速やかな

教育指導要領内容の見直

しを図っている。 

そのためには、今まで

以上に、業界・顧客のニー

ズを分析し、カリキュラ

ム変更や必要に応じて新

学科を設置していくこと

も必要となると考えてい

る。 

滋慶語録 

教育指導要領 

学生便覧 

キャリアロードマッ

プ 

1-1-2 育成人材像

は専門分野に関連

する業界等の人材

ニーズに適合して

いるか 

□課程(学科)毎に、関連業界

等が求める知識・技術・技能・

人間性等人材要件を明確に

しているか 

□教育課程・授業計画(シラ

バス)等の策定において、関

連業界等からの協力を得て

いるか 

５ 本学では、５つの学部

が、関連業界などが求め

る知識・技術・技能・人間

教育等の人材用件を果た

すべく、カリキュラムを

作成している 

 カリキュラムの作成に

は、関係省庁の動向を踏

まえ、業界からの協力を

得て作成をしている。 

業界の人材ニーズに対

応するためにはスピード

感を持って対応しなけれ

ばならない。教育課程編

制委員会の開催のみなら

ず、日常的に教職員が業

界と関わりを持ってカリ

キュラムマネジメントを

していく必要がある。 

 教育課程編成委員会を

通じてカリキュラムの内

容を検討していくととも

に、実習巡回等を通じた

業界との関わりの中で人

材ニーズの把握に務め

る。また、厚生労働省の指

定科目についても授業内

容と授業時間の改善を考

えていく。 

滋慶語録 

教育指導要領 

学生便覧 

キャリアロードマッ

プ 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

1-1-2 続き □専任・兼任(非常勤)にかかわ

らず、教員採用において、関連

業界等から協力を得ているか 

□学内外にかかわらず、実習の

実施にあたって、関連業界等か

らの協力を得ているか 

□教材等の開発において、関連

業界等からの協力を得ているか 

  厚生労働省の養成施設にか

かる指定実習先は資格養成の

基準に合致する先を選定して

いる。また、実習先との連携体

制もとれて協力を得られてい

る。 

地域に貢献するという視

点と学生への実習教育が充

分におこなわれているかと

の視点で実習施設等の見直

しを検討していく必要があ

る。また、業界や社会の変化

に対応した新たな取り組み

を行う実習先の開拓が必要

である。 

 学生の利便性や本校との

強固で密な関係性を構築し

ていくために近隣を中心と

した実習施設を増加してい

く方針である。実習教育にお

いてもこれまで以上に実習

施設と目指す方向性の共有

を行っていく。 

 

1-1-3 理念等の達成

に向け特色ある教育

活動に取組んでいる

か 

□理念等の達成に向け、特色あ

る教育活動に取組んでいるか 

□特色ある職業実践教育に取組

んでいるか 

４ 各学部にて、地域、学校、

業界が一体となって取り組

む教育システムの構築を図

っている。ただしコロナでそ

の活動も制限された。 

支援センターかさい、地域

共生社会構築の拠点なごみ

の家を有用な教育コンテン

ツとしてさらに充実させて

いく必要がある。 

福祉事業センターとの連携

をさらに強化し、教育として

のブランドとして確立を目

指していく。 

 

1-1-4 社会のニーズ

等を踏まえた将来構

想を抱いているか 

□中期的（3～5年程度）な視点

で、学校の将来構想を定めてい

るか 

□学校の将来構想を教職員に周

知しているか 

□学校の将来構想を学生・保護

者・関連業界等に周知している

か 

５ 学校の将来構想は、毎年、

教職員に、年度事業計画を提

示している。また、別途に５

ヵ年事業計画を提示してい

る。 

学校の将来像については学

校関係者評価委員会で周知

し、ホームページ等で公開し

ている。 

18 歳人口の減少や高校生

の福祉系希望者の減少など

の環境変化にあわせ、学校の

養成目的は何かについて、中

期的な視点で考える必要が

ある。またリカレント教育の

提供も継続して思索してい

く。 

 

 顧客の価値を創造すべく、

次年度事業計画作成の際に

構想を行っていく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理念・目的・育成人材像は、明確化されており、特に目的・育成人材像は、業界のニード

に応じて柔軟な変更が行われている。また、学校の将来構想は、組織運営面・教育および人

材育成面の各視点にて討議、決定し、全職員に提示している。 

今後も少子化に伴い 18 歳人口の減少が確実である。中期的、長期的構想を提示・推進

し、他校にはない教育システムを実践して、福祉系分野ダントツの職業教育機関をめざす。 

本校では、地域と教育を連動させることを重視しており、2019 年度より、江戸川区から

の委託事業「地域共生社会構築の拠点なごみの家葛西南部」を開設し、今まで以上に地域

に根ざした学校教育の充実を図っていくことでブランドとして確立することができた。ま

た他校との差別化を図り、国籍を問わず様々な世代を対象としていくことで、18 歳人口減

少の時代においても、幅広く福祉・保育・医療・心理職を目指すオンリーワンの学校として

多くの人材を養成できると考えている。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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基準２ 学校運営 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

本学の事業計画は、業界、行政、環境の変化に対応できる

よう、作成している。事業計画は５ヶ年の計画を鑑みての内

容となる。 

なお、この事業計画は、毎年作成するものであり、学校運

営の核となるものである。 

  

【事業計画研修】 

学校運営会議、法人常務理事会、法人理事会の決済を受け、

承認を得ることになっている。それを受け、毎年 3 月の初旬

に学校の事業計画の研修を行い、全教員へ周知徹底してい

る。 

事業計画において、組織図、職務分掌、各種会議の意思決

定システム（コミュニケーション一覧）が明確に示されてい

る。 

 

【運営組織】 

運営組織は、事業計画の核をなす組織目的、運営方針、実

行方針と実行計画に基づいたものである。単年度の運営も、

中期計画の視点にたって行われている。事業計画書の組織図

には、学校に関わるすべての人材を明記され、誰もが全員の

組織上の位置づけを理解できるようになっている。 

なお、中期・短期の事業計画に沿って、採用と人材育成を

行い、各種研修において目標達成に向け常にマインドとスキ

ルアップの向上を図っている。 

 

 

 

全教職員が、学校の方向性、学校の方針の実現に向け、目

標達成に向け、各セクションが協力し合っている。 

 

問題が発覚した際は、迅速に関係者によるミーティングが

行われ、関係者が問題の本質をつかみ、当事者意識を持って

取り組んでいる。 

 

本学では、定期的な会議だけではなく、ツールボックス、

利害関係者会議等を必要に応じ随時実施し、関わる全ての人

が、学園の方向性、学校の方針の実現に向け、同じ方向を向

くために、コミュニケーションの重要性を確認している。 

 

今後は、働き方改革等の社会の変化も踏まえ、単純に対面

での会議運営から、オンライン会議や WEB 上でのコミュニ

ケーションを発展させていく必要がある。サイボウズ

Garoon をはじめ、Microsoft Office365 Teams の活用によっ

てそれを実現させる取り組みを強化していく。 

現状では、AI を活用したデータの活用を進めており、広報

に関しては「広報ダッシュボード」により様々な数字分析が

容易にできるようなシステムを実装している。また、教育に

関しても同様のシステムを開発中である。 

 

学校運営方針は、全教員が学園の方向性、学校の方針の実

現に向け、同じ方向を向くために不可欠なものであると考え

ている。伝達経路を押さえた上で、密なるコミュニケーショ

ンをとることが肝要と考えている。 

 

【５か年計画】 

学園及び、学校にて 5 ヶ年計画が策定され、全職員が一丸

となって目的、目標を達成しようと努めている。 

さらに、10 ヶ年構想であるグランドデザインについても、

業界のニーズを充分に生かし、業界関係者との議論がなさ

れ、推進していく方向である。 

【人材の確保】 

専任教員・非常勤教員において年々卒業生の数が増えてお

り、人材確保における特色のひとつとなっている。業界を経

験した、または現在業界で活躍している卒業生が後輩に授業

をおこなうことで高い教育効果が期待できる。 

【意思決定システム】 

意思決定システムは、学校運営で生じる問題を早期発見、

解決、実行するため、必要に応じて、即時、臨時に開催され

る。 

【情報システム】 

情報システムは、学園が進めているＩＯＴ推進に伴う専門

学校基幹業務システム（IBM 社製ⅰ５（アイファイブ）上に

構築/旧 AS400）により管理）が整備されている。 

2019 年度より広報・就職に加え教育でも「業務システム」

を使用するとともにグループウェア「サイボウズ Garoon(ガ

ルーン)」を導入し、スピーディな情報伝達、情報共有の徹底

を図っている。2022 年度からは DX に向け、さらに Teams

を導入し、クラウドの活用にも取り組んでいる。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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１７ 

2-2 運営方針 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-2-1 理念に沿っ

た運営方針を定

めているか 

□運営方針を文書化するな

ど明確に定めているか 

□運営方針は理念等、目標、

事業計画を踏まえ定めてい

るか 

□運営方針を教職員等に周

知しているか 

□運営方針の組織内の浸透

度を確認しているか 

５ 学校の運営方針は、毎

年事業計画書に記載し

ている。 

運営方針は、理念、目

的、目標、事業計画を踏

まえている。 

運営方針は、事業計画

書を柱とし、年度初めの

研修及で教員に明示さ

れている。また、全ての

会議はこの運営方針に

基づき実施しており、随

時、組織内の浸透度を確

認している。 

業界のニーズに注目

し、また学生状況等を鑑

み、毎年、運営方針の見

直しが必要と考えてい

る。 

学校運営方針は、明確

に定められているが、業

界の動向に注視する必

要がある。 

社会の変化に対応し専

門職として「自ら考え行

動できる主体性」と「他

者と共同する力」を備わ

る学校を目指す。 
 

事業計画書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校として、事業計画・運営方針を定めることを最も重要視している。その意識

で毎年、学校が事業計画・運営方針を定めている。 

また、明文化、文章化され定められた事業計画・運営方針を基に、各種の研修（教

員・講師）、会議（運営会議・全体会議・部署別会議等）で行い、全教員が納得して

学校運営に携わる環境作りをしている。このことが、学校･学科の教育成果に繋がっ

ていると考えている。 

なお、学校運営方針を基に、各種諸規程は毎年見直し、すべて整備されている。 

学校の運営方針は、全教員が学園の方向性、学校の方針の実現に向け、同じ方

向を向くために不可欠なものであると考えている。伝達経路を押さえた上で、密

にコミュニケーションをとることが肝要である。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

 



１８ 

2-3 （1/1） 

2-3 事業計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-3-1 理念等を達

成するための事業

計画を定めている

か 

□中期計画（3～5年程度）を

定めているか 

□単年度の事業計画を定め

ているか 

□事業計画に予算、事業目標

等を明示しているか 

□事業計画の執行体制、業務

分担等を明確にしているか 

□事業計画の執行・進捗管理

状況及び見直しの時期、内容

を明確にしているか 

５ 本学では、学校の目的・

目標を達成するための５

ヶ年事業計画、及び年度

の事業計画が策定されて

いる。事業計画は予算、事

業目標を明示したものを

運営会議で作成し、学校

長および法人本部の承認

を得ている。 

執行体制、業務分担は

チーム組織役割表に明記

し、責任体制を明確化し

ている。 

毎月開催される運営会

議で状況を確認し、必要

に応じて見直しを決議し

ている。 

特になし 特になし 

 

事業計画書 

チーム組織役割表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の事業計画は、単年度事業計画、5 カ年事業計画に分けられる。事業計画

は、明確に定められ、運営方針を基に、学校運営に関わる全ての人に年度初めの

研修を通じて周知徹底している。 

事業計画は環境変化に伴う顧客の価値を常に考えて毎年作成し、教職員に周知

徹底している。 

学校にて 5 カ年事業計画が策定され、事業計画の達成に向け、全職員が一丸と

なって目的、目標を達成するべく努めている。また、年度の事業計画に基づき各

部署の年度計画を作成し事業計画達成に向けての視点で設定している。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

 



１９ 

2-4 （1/2） 

2-4 運営組織 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-4-1 設置法人は

組織運営を適切

に行っているか 

□理事会、評議員会は寄附行

為に基づき適切に開催して

いるか 

□理事会等は必要な審議を
行い、適切に議事録を作成
しているか 

□寄附行為は、必要に応じて

適正な手続きを経て改正し

ているか 

５ 理事会、評議会は寄附

行為に基づき適切に開

催され、必要な審議を行

い、議事録は適切に作成

されている。定例の開催

日程を毎年決定してい

る。なお、寄付行為は、

必要に応じ適正な手続

きを経て改正されてい

る。 

特になし 特になし  

2-4-2 学校運営の

ための組織を整

備しているか 

□学校運営に必要な事務及

び教学組織を整備している

か 

□現状の組織を体系化した

組織規程、組織図等を整備し

ているか 

□各部署の役割分担、組織
目標等を規程等で明確にし
ているか 

□会議、委員会等の決定権

限、委員構成等を規程等で明

確にしているか 

□会議、委員会等の議事録

（記録）は、開催毎に作成し

ているか 

□組織運営のための規則・規

程等を整備しているか 

□規則・規程等は、必要に
応じて適正な手続きを経て
改正しているか 

５ 学校運営に必要な事

務、教学組織は、体系化

したものとして、運営組

織図にて整備している。  

そこでは、各部署の役

割分担、役割が明確化さ

れている。 

会議、委員会などの決

定権限、委員構成は、会

議一覧にて明確化され

ており、各会議、委員会

は開催ごとに議事録が

作成されている。 

また、規則・規定など

は、必要に応じ、運営会

議をはじめ、適正な手続

きを経て改正している。 

  

特になし 特になし 

 

運営組織図 

会議一覧 

 

 

 



２０ 

2-4 （2/2） 

 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-4-2 続き □学校の組織運営に携わる

事務職員の意欲及び資質の

向上への取組みを行ってい

るか 

５ 事業計画に基づき各

部署で年度計画を作成

し、学校目標達成へ貢献

するように意識付けし

意欲を向上させている。

学校目標、チーム（部

署）、の２つの括りで目

標を設定していること

で意欲、資質の向上を図

っている。 

 

毎年、マインドとスキ

ルの双方での資質向上

を図るために研修を実

施している。 

 特になし  特になし 

 

会議研修一覧表 

 

 

 

 

最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

 

 

 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

運営組織として、意思決定は、学校運営に必要な事務、教学組織は、体系化

したものとして、運営組織図にて整備している。そこでは、各部署の役割分担

が明確化されている。 

また、組織の構成員およびそれぞれの職務分掌と責任も明確になっている。 

運営組織図は、運営組織および意思決定機能を明確に定めたもの

があるが、必要に応じて事業目的を達成するためにフレキシブルに

変更されることがある。 
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2-5 （1/1） 

2-5 人事・給与制度 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-5-1 人事・給与に関

する制度を整備して

いるか 

□採用基準・採用手続きについ

て規程等で明確化し、適切に運

用しているか 

□適切な採用広報を行い、必要

な人材を確保しているか 

□給与支給等に関する基準・規

程を整備し、適切に運用してい

るか 

□昇任・昇給の基準を規程等で

明確化し、適切に運用している

か 

□人事考課制度を規程等で明確

化し、適切に運用しているか 

５ 採用基準・採用手続きは、

学園にて裁定されている採

用マニュアル等で明確化さ

れている。そこでは、優秀な

人材を採用するための募集

活動・募集計画が立てられ、

実行している。 

賃金制度は「就業規則」に

明文化、かつ整備されてい

る。組織目標に大きく貢献し

た場合の表彰制度も規定さ

れている。 

特になし 特になし 

 

事業計画 

就業規則 

採用マニュアル 

（採用基準） 

目標管理制度 

（人事考課規程） 

（昇進・昇格制度規程） 

就業規則 

（賃金制度などの規

程、退職金） 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

採用計画と人材育成のための研修は、システムとして確立され、有効に機能している。 

採用にあたっては、新卒採用については学園本部が中心となり、採用広報や、採用試験

を実施している。業界経験者等の中途採用やパート職員の募集は学校が窓口になるが、採

用決定については学園本部も関与し、適切であるかを確認している。 

人事考課は目標管理制度に基づき、成果に応じた人事や賃金決定が行われている。 

規定等は本部で作成し学校で確認のうえ運用している。 

「目標管理制度」「給与制度」の見直しを行い、2021 年度から新人事制度の説明会等を実

施し、より公正でシンプルな目標管理制度を 2022 年 4 月より新たに導入している。 

目標管理や評価等において、WEB 上で目標の制定や評価ができる HRMOS を活用してい

る 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



２２ 

2-6 （1/1） 

2-6 意思決定システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-6-1 意思決定シ

ステムを整備し

ているか 

□教務・財務等の事務処理に

おいて、意思決定システムを

整備しているか 

□意思決定システムにおい

て、意思決定の権限等を明確

にしているか 

□意思決定システムは、規

則・規程等で明確にしている

か 

５ 教務・財務等の事務処

理において、意思決定シ

ステムが整備されてい

る。  

組織の権限・役割・要員

および意志決定プロセス

は、事業計画、運営組織図

に記載されている。 

学園としての最高決定

会議は、法人理事会・評議

員会で、各校での最高決

定会議は運営会議であ

る。 

特になし 特になし 

 

事業計画 

運営組織図 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教務・財務等の事務処理において、意思決定システムが整備されている。  

本件は、事業計画において明文化されており、組織の権限・役割・要員およ

び意志決定プロセスは、事業計画に記載されている。 

なお、学園としての最高決定会議は、法人理事会・評議員会で、各校での最

高決定会議は運営会議である。 

運営組織および意思決定機能は明確に定められているが、必要に応じてフ

レキシブルに変更されることがある。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



２３ 

2-7 （1/1） 

2-7 情報システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-7-1 情報システム

化に取組み、業務の

効率化を図ってい

るか 

□学生に関する情報管理シス

テム、業務処理に関するシス

テムを構築しているか 

□これらシステムを活用し、

タイムリーな情報提供、意思

決定が行われているか 

□学生指導において、適切に

（学生情報管理）システムを

活用しているか 

□データの更新等を適切に行

い、最新の情報を蓄積してい

るか 

□システムのメンテナンス及

びセキュリティー管理を適切

に行っているか 

５ 情報管理と運営については情

報システムとして、教務・校務・

広報活動などの学校業務をま

とめたｉ５（旧 AS400）システ

ムを導入し運用している。 

このシステムで学校業務を一

元的に管理しており、学生指導

でも活用している。学生の出席

確認については i-Padを導入し

てリアルタイムでの状況確認

ができる体制である。 

学校でのシステムへのアクセ

スは事務局長の決裁で業務上

必要なもののみ教職員に権限

を与えている。 

 

システムからのデ

ータ活用について、一

層有用な活用方法を

検討していく必要が

ある。併せて個人情報

保護についても引き

続きしっかりと行う

必要がある。 

また学生情報につ

いての記録のペーパ

ーレス化と一元化を

推進していくことも

必要である。 

 

広報、就職に加え、教育でも「業務シ

ステム」を使用し、日々の学生の情報

を一元管理していく。 

またグループウェア「サイボウズ

Garoon(ガルーン)」「Teams」を導入し、

情報の共有、スケジュール管理、会議・

研修資料の送受信等をネットワーク上

で行いうとともに、稟議や物品購入な

どの承認業務も電子化し、業務効率を

上げている。さらに、現状では、AI を

活用したデータの活用を進めており、

広報に関しては「広報ダッシュボード」

により様々な数字分析が容易にできる

ようなシステムを実装している。また、

教育に関しても同様のシステムを開発

中である。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

ｉ５（旧 AS400）システムは、学校業務全体で活用している。通常の業務であれば操作

は簡易であり、日常業務に欠かせないものとなっている。また、学校からシステムの改善

について要望を出せる環境にもある。また、データの外部漏洩に関しても一層管理体制を

強化している。情報システムにおいては学校業務に必要なシステムを構築し、データの修

正、運用がなされている。メンテナンスやセキュリティーについても学園グループの専門

企業が管理している。 データの加工についても学校業務に必要なデータは学校サイドで

加工できる。 

 

2019 年度より学生の指導記録を職員全員が記入でき共有するための「業務システム」シ

ステムを教育で使用している。 

またグループウェア「サイボウズ Garoon(ガルーン)」を導入し、情報の共有、スケジュ

ール管理、会議・研修資料の送受信等をネットワーク上で行うとともに、稟議や物品購入

などの承認業務も電子化し、業務効率を上げている。 

2021 年度からは Teams を導入し、DX に向けたデータ蓄積やクラウドの活用などに取

り組んでおり、2023 年度からは AI によるデータ活用へと進んでいく予定である。 

 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



２４ 

基準３ 教育活動 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【教育目標】 

本校では学科ごとに毎年、関連業界や社会のニードを踏

まえて「教育目標」「養成目的」を設定し、学生便覧で明

示している。 

「教育目標」：卒業時に到達すべき水準 

「養成目的」：専門分野に就職後に到達すべき水準 

【教育方法・評価等】 

教育課程を編成する体制は明確であり、各学部で教育課

程編成委員会を組織して関連業界からの意見を取り入れ

ている。 

キャリア教育については「キャリア教育ロードマップ」を

作成し、キャリア教育を意識した教育をこれまで実施して

きた。また、毎年、入学者にパーソナルアンケートを実施

し学生の課題把握をおこなっている。 

毎年２回、授業アンケートを実施し、結果を分析し、授業

担当者にフィードバックすることで授業内容の向上を図

っている。 

【成績評価】 

成績評価に関する規定は学生便覧等に明示している。成

績評価は一般養成課程を除き、授業中の小テスト 40点、

定期テスト 60点の評価を合算している。 

【資格取得】 

国家試験を受験する学科については毎年、合格率の目標

を設定し、指導している。カリキュラムに受験対策を取り

込んでいる他、個別指導もおこなっている。 

【教員体制】 

専修学校基準や養成施設基準に合致した教員を配置して

いる。各学部は学部長を責任者とした体制をとっている。

専任教員と非常勤講師の連携を密にしている。 

 

 本校はこれまで「ＰＣＰ教育システム」「ＬＴ2 教育シス

テム」「ＭＭＰプログラム」の教育システム、「教育目標」

「養成目的」の設定と見直し、キャリア教育への取り組み、

成績評価と学習効果向上を目的とした「小テスト」の導入

など様々な取り組みを実施してきた。 

  今後は各学部において設定した「アドミッションポリ

シー」「カリキュラムポリシー」「ディプロマポリシー」を

柱においた教育活動を推進していく。 

  その中でも、現場体験を積極的に取り入れたプログラ

ム構築をカリキュラム内のみならず、カリキュラム外で

も実践し、現状の変化に適した教育を実践していく。同時

に様々な面で多様化している学生に適した個別最適化し

た学び、学習方法の構築についてもの教育 DXを活用しな

がら長期的計画を立てて実践する。 

 

【滋慶学園の３つの教育システム】 

１． PCP教育システム（P…Pre College、C…College、P…Post College）（※） 

入学前から卒業後までの一貫した人材育成のためのシステム。入学前に自分

の夢や将来の仕事を見いだし（自己発見）、在学中にその夢の実現に向けて変

身していき（自己変革）、そして卒業後あこがれの職場でプロとしての自分を

完成させていく（自己実現）。フローでのプロセス全体を総じて呼ぶ。 

2．LT²教育システム 
    （L・・・look、Ｔ・・・try、Ｌ・・・listen、T・・・think） 
「実学教育」を建学の理念に掲げ、「学習動機付け」と 

「自立学習」にポイントを置いた本校独自の教育の方法 

 論のことである。 

①将来への目的を感じさせる     

②目的意識を現場でふるいにかける 

③問題意識を持って聞く→知識の有用性を実感→自発的 

 学習のきっかけ 

④自分なりのテーマを絞る→問題点を絞れば 50%は問題解 

 決したことである→自分の頭で考える 

⑤自立学習の総仕上げとグループワークの実践的学習 

⑥完全に職業人（対人援助職）に意識を切り換えている 

3．MMPプログラム（M…Motivation、M…Mission、 

         P…Professional） 

自立したプロの職業人として業界で活躍するために必要な能力である「モチ

ベーション（動機づけ）」「ミッション（使命感）」「プロフェッショナル（職業

的な知恵）」という３つの能力を修得する教育プログラムで構成される。 

①モチベーション（動機づけ）プログラム 

自分の適性を把握し、「目的意識」をもって学習に取り組む姿勢を身につけ、

学習に対する強いモチベーション（動機づけ）を維持できるようにする。 

さらに、「教わる」という受け身の考え方ではなく、自分から「学びとる」と

いう姿勢や、仲間との討議やグループワークを通じて問題解決するといった

「自立学習」の習慣を身につけ、学習効果を高めるプログラム。 

②ミッション（使命感）プログラム 

このプログラムでは専門職としての「使命感」を育てるために、プロの職業

人に必要な態度、考え方、倫理観、そしてそれらの基本となる知識を学ぶ。そ

れぞれの専門職をとりまく疑問や課題について、学生が目指す専門職の立場

から考えを深めていくプログラム。 

4.プロフェッショナル（職業的な知恵）プログラム 
    プロに必要な専門的な知識や技術、資格を身につけるだけではな 

     く、現場の体験から自分なりに修得した、現場で応用し役立てる 

     力（知恵）を育てるプログラム。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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3-8 目標の設定 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-8-1 理念等に沿っ

た教育課程の編成方

針、実施方針を定め

ているか 

□教育課程の編成方針、実施方

針を文書化するなど明確に定め

ているか 

□職業教育に関する方針を定め

ているか 

５ 各学部・学科の目標及び育

成人材像、カリキュラムは、

毎年学部にて議論が行われ、

教育指導要領・学生便覧に明

記されている。 

教育課程編成委員会の意見

も取り入れている。 

特になし 特になし 

 

教育指導要領 

学生便覧 

教育課程編成委員会規

定 

3-8-2 学科毎の修業

年限に応じた教育到

達レベルを明確にし

ているか 

□学科毎に目標とする教育到達

レベルを明示しているか 

□教育到達レベルは、理念等に

適合しているか 

□資格・免許の取得を目指す学

科において、取得の意義及び取

得指導・支援体制を明確にして

いるか 

□資格・免許取得を教育到達レ

ベルとしている学科では、取得

指導・支援体制を整備している

か 

５ 卒業時に到達すべき目標

として「教育目標」を各学科

で定義する他、「アドミッシ

ョンポリシー」「カリキュラ

ムポリシー」「ディプロマポ

リシー」を各学部で設定し、

教育指導要領、学生便覧に記

載している。 

国家試験合格が必要な学

科はその水準にあった教育

到達レベルが設定されてお

り、指導・支援が充分におこ

なえる人的およびシステム

での体制を確立している。 

 

国家試験合格率は学科に

より差があるのが現状であ

る。受験者全員が合格できる

ように、学生の個別性も考慮

した効果的な支援方法の改

善が常に必要である。 

教育到達レベルに満たな

い学生に対する、きめ細やか

なフォローアップ体制が必

要で、少人数指導、勉強会の

開催など何が効果的かを立

案・検証していく。 

教育指導要領 

学生便覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 2019 年度入学生より、滋慶学園グループの 3 つのポリシーをもとに学校の「アドミッシ

ョンポリシー」「カリキュラムポリシー」「ディプロマポリシー」を設定し、これを受けて各

学部でも設定を行い、毎年見直しも行っている。 

 各学科で「教育目標～卒業時に到達すべき水準」「養成目的～専門分野に就職後に到達す

べき水準」を定め、明文化している。カリキュラムはそれを踏まえて構築されている。教育

課程編成委員会の意見も取り入れている。 

 「教育目標」「養成目的」については業界のニーズ等を調査し、学習到達レベルや求めら

れる人材像が適切であるかを毎年、カリキュラムを構築する際に検討、討議し、必要に応

じて改善している。 

 職業実践専門課程、キャリア形成促進プログラム認定学科において、教育課程編成委員

会を開催している。 

  

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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3-9 教育方法・評価等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-9-1 教育目的・目標

に沿った教育課程を

編成しているか 

□教育課程を編成する体制は、

規程等で明確にしているか 

□議事録を作成するなど教育

課程の編成過程を明確にして

いるか 

□授業科目の開設において、専

門科目、一般科目を適切に配分

しているか 

□授業科目の開設において、必

修科目、選択科目を適切に配分

しているか 

□修了に係る授業時数、単位

数を明示しているか 

□授業科目の目標に照らし、適

切な教育内容を提供している

か 

□授業科目の目標に照らし、講

義・演習・実習等、適切な授業

形態を選択しているか 

□授業科目の目標に照らし、授

業内容・授業方法を工夫するな

ど学習指導は充実しているか 

□職業実践教育の視点で、授業

科目内容に応じ、講義・演習・

実習等を適切に配分している

か 

５  本学のカリキュラムは教

育課程編成委員会での意見

を踏まえ、カリキュラムプレ

ゼンにて適正であるかを協

議している。 

専門職業人を養成するこ

とから全ての授業科目は目

指す職業・資格に結びついて

いるものである。そのなかで

各学科にて科目分類してい

る。ほとんどの科目は必須で

あるが専攻等で必須選択を

取り入れている。選択科目の

数は少ない。授業時間数およ

び単位数は教育指導要領、学

生便覧に明記している。 

講義･演習・実習の授業形

態は適切におこなわれてい

る。 

また授業内容は学生理解

が図りやすいように常に改

善している。検証は出席率や

授業アンケートを用いてい

る。 

なお、厚生労働省の指定養

成施設である学科について

は各資格の指定規則、指導要

領を遵守している。 

教育課程を編成するプロ

セスは確立している。 

実際の授業においては出

席率や授業アンケートで科

目ごとの差が出ている。特に

講義形式の科目において授

業理解度の向上ために学生

満足度の高い内容を考えて

いく必要がある。 

 

また、今後も育課程編成委

員会からの意見をこれまで

以上に取り入れた実践的な

カリキュラムを作成してい

く必要がある。 

教育課程編成委員会を通

じて、業界からの委員に本校

のカリキュラムについて一

層の理解を深めて頂くとと

もに、業界のニードを踏まえ

た意見をこれまで以上に提

案していただく方針である。 

 

講義科目については単に

知識のみを伝えるだけでな

く、現場での具体的事例や対

話形式の授業の取り入れ等

で授業への関心を高めてい

く。 

 

非常勤講師とのコミュニ

ケーションをより密にし、授

業の課題や問題がないかを

早期に専任教員や担任が把

握していく。 

 

  

 また ICT を活用した学びの

推進のため、Web を用いた学

習やデバイスを使用した資

料の配布を推進していく。 

教育指導要領 

学生便覧 

シラバス 

コマシラバス 
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小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

3-9-1 続き □職業実践教育の視点で教育

内容・教育方法・教材等工夫し

ているか 

□単位制の学科において、履修

科目の登録について適切な指

導を行っているか 

□授業科目について、授業計画

（シラバス・コマシラバス）を

作成しているか 

□教育課程は定期的に見直し

改定を行っているか 

 教育内容や方法は各科目

で工夫している。効果の指標

として出席率や小テストの

得点がある。 

シラバスの作成にとどま

らず授業理解を深めるため

毎回の授業でシラバスをよ

り詳細としたコマシラバス

を作成、オンライン配信して

いる。 

教育課程については毎年

見直しが必要かを協議し、必

要に応じて見直している。 

 特になし  特になし 教育指導要領 

シラバス 

コマシラバス 

3-9-2 教育課程につ

いて、外部の意見を

反映しているか 

□教育課程の編成及び改定に

おいて、在校生・卒業生の意見

聴取や評価を行っているか 

□教育課程の編成及び改定に

おいて、関連する業界・機関等

の意見聴取や評価を行ってい

るか 

□職業実践教育の効果につい

て、卒業生・就職先等の意見聴

取や評価を行っているか 

４  教育課程編成委員会を各

分野で開催している。毎年カ

リキュラムの検討を行う際、

厚生労働省及び業界の動向

を調査している。実習巡回時

等も意見を聞ける場と考え

ている。 

 在校生の意見は担任等の

教職員が日々の関わりのな

かで聴取している。また、授

業アンケートを実施してい

る。  

厚生労働省指定養成施設

の場合、指定規則等の変更が

ある年度については、それを

加味して外部の意見を反映

する必要がある。 

教育課程編成委員会で科

目の設定だけでなく、授業方

法や実習との関連をこれま

で以上に重視して討議して

いく。 

教育課程編成委員会議

事録 

3-9-3 キャリア教育

を実施しているか 

□キャリア教育の実施にあた

って、意義・指導方法等に関す

る方針を定めているか 

□キャリア教育を行うための

教育内容・教育方法・教材等

について工夫しているか 

 

４ 本校では、キャリア教育の

視点に立ち、社会・職業との

関わりを重視した教育の改

善と充実を図っており、本学

園にてキャリアロードマッ

プを作成し、キャリア教育の

視点に立ったカリキュラム・

教育方法に活用している。 

キャリア教育を行うため

に、入学前教育、導入研修と

いったプログラムを設定し

ている。キャリア教育は在学

中だけではなく卒業後も実

施していくものと考えてお

り、この点の強化が課題であ

る。 

アクティブラーニングを

活用した授業で、目標設定か

らスタートした授業構築を

おこなっている。 

学生便覧 

シラバス 

教育指導要領 

 

 

 



２８ 

3-9 （3/3） 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

3-9-4 授業評価を実

施しているか 

□授業評価を実施する体制を

整備しているか 

□学生に対するアンケート等

の実施など、授業評価を行って

いるか 

□授業評価の実施において、関

連業界等との協力体制はある

か 

□教員にフィードバックする

等、授業評価結果を授業改善に

活用しているか 

 ５ 学生による授業評価を授

業に反映させるため、年に 2

回 Web 形式でアンケートを

実施している。 

アンケートの結果は、デー

タベース化され、授業担当者

へのフィードバックし授業

内容の改善を図っている。ま

た、カリキュラム変更の参考

資料としている。 

結果は学科だけではなく

学校全体としても教務部長

主導で把握している。 

授業力向上のため公開授

業を実施している。 

また、非常勤講師への勉強

会を ICT の活用を中心に行

った。 

 

現在、講師面談時に使用し

ている。 

今後は、本資料を経年分析

し、通常授業における教授力

及び成績との関連性、国家試

験対策における講師教授力

向上に役立てる能力向上を

一層図りたい。 

 

担当講師への点数のフィ

ードバックにとどまらず、デ

ータを活用した分析および

それをふまえた具体的対策

の提案を行うことで非常勤

講師の教授力向上に取り組

むことを目指す。また、2024

年度の授業からは教育改革

チームが全ての授業にはい

り、学生と講師が共につくり

あげる双方向の授業になっ

ているか？ 

主体的な学びに繋がる授業

になっているかを確認し、一

緒に構築していく取り組み

をスタートさせる。 

 

 

授業アンケート 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育カリキュラムの編成は、教育理念及び教育システムによって体系的な形を保ってい

る。また厚生労働省の規定に基づき、構成されている。 本学は、それにオリジナルカリキ

ュラムとして学内施設を活用することで、業界に求められる人材の養成を強化している。 

 またキャリア教育は、入学前教育にはじまり、オリエンテーション、導入研修といった

細やかな流れにて運用がされている。 

 さらに、環境の変化に伴う業界ニーズの変化を反映し、必要に応じて定期的に見直し、

変更を図っている 

 教育課程編成委員会や学校関係者評価委員会で業界・卒業生・地域等の意見を積極的に

取り入れている。 

 充実したカリキュラムでも鍵となるのは授業力である。この点は学生からの授業アンケ

ート等で確認し、引き続き、授業内容や手法の見直しと教員の資質向上の２つの面で常に

改善を図っていく。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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3-10 成績評価・単位認定等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

3-10-1 成績評価・修

了認定基準を明確化

し、適切に運用して

いるか 

□成績評価の基準について、学

則等に規定するなど明確にし、

かつ、学生等に明示しているか 

□成績評価の基準を適切に運用

するため、会議等を開くなど客

観性・統一性の確保に取組んで

いるか 

□入学前の履修、他の教育機関

の履修の認定について、学則等

に規定し、適切に運用している

か 

５ 成績評価・単位認定基準は、教

育指導要領および学生便覧、シ

ラバス、コマシラバスに明示し

てあり、教員、非常勤講師は基準

に従って成績評価をしている。 

学内で開講する科目は小テス

トと定期試験の２つで評価して

いる。 

また、成績評価基準は実習科

目において評価の客観性･統一

性の確保が難しくなるが、パフ

ォーマンスの評価の客観性・統

一性を確保するためにルーブリ

ック評価を取り入れている。 

また、2019 年度入学生より、

客観的評価の指標として、GPA

評価を取り入れ、留学等を希望

する学生の単位互換なども可能

にしている。 

 
 

小テストの実施の目的や意

義が学科によって異なる。  

各学科の養成目的や国家

試験合格に向けての取り組

みとして教育効果が高まる

方法を検討し決定し、学則変

更も検討する。 

教育指導要領 

3-10-2 作品及び技術

等の発表における成

果を把握しているか 

□在校生のコンテスト参加にお

ける受賞状況、研究業績等を把

握しているか 

 

４ 卒業研究発表会での発表を学

生の学びの集大成として捉えて

いる。また、IT 医療ソーシャル

ワーカー科では講師とともに学

外のデータ活用コンテストに参

加し受賞に至っている。 

学習成果を学生が実感で

きる場をつくることを検討

していく必要がある。 

学内施設（なごみの家、支援センタ

ーかさい、こども教室等）や地域の施

設等と連携したカリキュラムを構築

し、そのなかで機会を増やしていく

ことを考えていく。 

教育指導要領 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 成績評価と単位認定の基準は、学則はもとより、教育指導要領および学生便覧にしっか

り明記されている。また、基準は、職員や講師、学生に周知徹底されている。それらに基づ

き学生指導支援にあたっている。 

 また、小テストを導入し細かく効果的な独自の成績評価基準を確立している。 

 卒業研究は本校の LT２教育システムの集大成と位置づけているが、カリキュラムのスリ

ム化・修業年限の短縮に伴い実施できる学科が限られてきている。 

 

各授業で実施している小テストは合計で 40 点となる。定期テスト 60 点と合わせて成績

評価を行っている。小テストを実施することで毎回の授業に出席することの大切さと、授

業に集中する効果が見出せるが、今後は学科によって小テスト活用を検討する余地はある。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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3-11 資格・免許取得の指導体制 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

3-11-1 目標とする資

格・免許は、教育課

程上で、明確に位置

づけているか 

□取得目標としている資格・

免許の内容・取得の意義につ

いて明確にしているか 

□資格・免許の取得に関連す

る授業科目、特別講座の開設

等について明確にしているか 

 

 

 

 

 

 

５ 取得目標とする資格は、教

育指導要領ならびに学生便

覧において、カリキュラム上

に明示してあり、取得意義に

ついても明確に示している 

また、国家試験対策授業も設

定している。 

2023 年度も国家試験全員

合格を目指し、指定科目の授

業内容の一層の向上と国家

試験対策授業の時間数・内容

の検討を随時おこなってい

く必要がある。 

国家試験の現実的な目標と

課題設定を学科及び学校全

体で行い 2024 年度をスター

トさせた。 

 

また、単年での対策ではなく

入学が受験までのフローを

検討していく必要がある。 

教育指導要領 

学生便覧 

東京福祉専門学校ＨＰ 

3-11-2 資格・免許取

得の指導体制はある

か 

□資格・免許の取得について、

指導体制を整備しているか 

□不合格者及び卒後の指導体

制を整備しているか 

５ 資格取得をサポートするた

めに、学生がスムーズに学習

を進めることのできるカリ

キュラムとなっている。定期

試験や模擬試験の結果を分

析し国家試験対策授業に反

映している。学生状況を見な

がら個別合格支援体制を組

んでいる。 

不合格者への支援について

は学科により実施内容に差

がある。 

国家試験不合格者及び卒

後の指導として卒後教育プ

ログラムに取り組んでいる

が学科によっては実施内容

や回数等を再検討する必要

がある。 

卒業生の場合、学校でのス

クーリングは仕事の関係等

で難しい場合がある。LMS

を活用した、受験対策を実施

している。 

教育指導要領 

学年暦 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

目標とする資格・取得できる資格については、教育指導要領ならびに学生便覧に明示し

てある。また、合格実績・合格率（全国平均）については、本校ＨＰに掲載されている。 

卒業時に国家資格を受験取得する学科である作業療法士・社会福祉士・精神保健福祉士・

介護福祉士養成学科では、１年時から段階的な受験対策を行っている。 

 国家試験合格については個別支援体制も組んで対応している。 

 合格支援のための教員の指導内容や方法、学生の成績分析・傾向などは学内だけでなく、

学園グループの国家試験対策センターからの適切な協力が得られる体制にある。 

 介護福祉士科については、科目としてカリキュラムの中にある留学生対象の「日本語教

育プログラム」の内容の改善を図り、留学生の合格率向上につなげることができた。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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3-12 教員・教員組織 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

3-12-1 資格・要件を

備えた教員を確保し

ているか 

□授業科目を担当するため、教

員に求める能力・資質等を明確

にしているか 

□授業科目を担当するため、教

員に求める必要な資格等を明示

し、確認しているか 

□教員の知識・技術・技能レベ

ルは、関連業界等のレベルに適

合しているか 

□教員採用等人材確保におい

て、関連業界等との連携をして

いるか 

□教員の採用計画・配置計画を

定めているか 

□専任・兼任（非常勤）、年齢構

成、男女比など教員構成を明示

しているか 

□教員の募集、採用手続、昇格

措置等について規程等で明確に

定めているか 

□教員一人当たりの授業時数、

学生数等を把握しているか 

 

 

 

 

３  専修学校専門課程の教員

要件に該当する教員を配置

している。 

厚生労働省指定の養成施

設の学科については、作業療

法士科で職員の退職が相次

ぎ、専任教員が 3 名不足して

いる。 

学園本部とも連携し、採用

活動を継続している。 

採用においては上記の基

準のなかで、現場経験が豊富

な者を意欲的に採用してお

り業界レベルに充分対応し

ていると考える。 

教員の採用については、学

園にて採用マニュアルに基

づいている。 

なお、採用時には履歴書以

外に資格登録証や学位記な

どの提出を求めている。 

教員一人当たりの授業時間

数については毎年、時間割作

成時に把握し、過剰な時間数

とならないように配慮して

いる。 

作業療法士科は 2022 年よ

り専任教員要件が厳しくな

り、人材確保が難しくなって

きている。 

業界との更なる連携が必

要である。 

 

現在も実施している定期的

な職員面談 (ONE・ON・

ONE)を継続して実施してい

くとともに専門職の育成に

対して今まで以上に力を入

れていく。また、卒業生や業

界・非常勤講師とのネットワ

ーク、学園グループの採用ル

ートから、教員の確保に勤め

ていく。 

 

 

  

申請資料 

法令集 
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小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

3-12-2 教員の資質向

上への取組みを行っ

ているか 

□教員の専門性、教授力を把握・

評価しているか 

□教員の資質向上のための研修

計画を定め、適切に運用してい

るか 

□関連業界等との連携による教

員の研修・研究に取組んでいる

か 

□教員の研究活動・自己啓発へ

の支援など教員のキャリア開発

を支援しているか 

４ 教員の専門性向上のための

数々の研修が設定されている。

教務研修・専任研修を実施し、教

員の専門性を向上させる研修を

行っている。また教員の研究活

動・自己啓発への支援は、可能な

限り推進している。また、新任講

師、授業アンケート時における

課題講師において、授業見学及

びフィードバックを行ってい

る。また、MicrosoftTeams を中

心に ICT を授業の中で取り入れ

る手法や授業づくりの研修を積

極的に行い、学生の「主体性」「協

働性」を高める工夫をしている。 

専任教員に対する研修は

年間の研修計画を作成して

実施している。非常勤教員に

対しては講師会議内・研修

会・勉強会を適宜実施し、教

員の資質向上を行っている。 

学生が興味を持って主体的

に学ぶ意欲を喚起する授業

力、担任のクラス運営力や学

生支援力を高めるための研

修、公開授業などの「教務研

修」を強化して行う。 

2024 年度は授業改革の具体

的ポイントを押さえ、授業の進

めた方や組み立てを一緒に考

え実行していく 

教務研修計画書 

3-12-3 教員の組織体

制を整備しているか 

□分野毎に必要な教員体制を整

備しているか 

□教員組織における業務分担・

責任体制は、規程等で明確に定

めているか 

□学科毎に授業科目担当教員間

で連携・協力体制を構築してい

るか 

□授業内容・教育方法の改善に

関する組織的な取組があるか 

□専任・兼任（非常勤）教員間

の連携・協力体制を構築してい

るか 

 ５ 分野毎に必要な教員体制は質

および量とともに整備されてい

る。学部長（学科長）を責任者と

して教育における業務分担・責

任体制は明確になっている。最

終的には教務部長が全体を統括

する。 

授業内容・教育方法について

は研修を主体に常に改善を図っ

ている。 

専任・非常勤教員は学生状況に

ついて常に情報共有をおこなっ

ており、随時、科目連絡会を開催

している。 

非常勤教員においては専

任との連携において個人差

が出てくる。このため常に専

任教員はコミュニケーショ

ンを密にとることを念頭に

おく必要がある。 

 特に、国家試験学科は、科

目連絡会を実施し、カリキュ

ラムの積み上げ方、同内容の

項目の指導における連携を

図ることが何よりも大切で

あると考える。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の授業アンケートで授業について問題や課題がないかをチェックしており、必要に応

じて対応している。 

 学部長を責任者としての教員体制は確立しており、専任教員と非常勤教員とのコミュニ

ケーションを図り、授業内容の向上に努めている他、教員研修の機会を増やしている。 

 専修学校や養成施設の基準を満たす教員確保のため、学園の規定に基づいて計画的に専

任教員の採用活動を行っているが、作業療法士科は教育確保が厳しい現状である。 

専任教員の中で、東京福祉専門学校卒業後、有資格者として現場経験のある卒業生が各

学部に複数名在職している。東京福祉専門学校での学びがどのように現場で生かされたか

ということや職種・仕事に対する思い、資格を取ることの重要性等を等身大的な立場で伝

えている。 

作業療法士科に於いては専任教員要件が厳しくなり、確保が厳しい状況であるため業界

との更なる連携が必要である。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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基準４ 学修成果 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

 
【就職】 

 就職率 97％  就職者率 92％ 専門職就職率  99%  

 
① 就職対象者の卒業生に対し就職希望者は 92%であり、卒業後は

進学や別分野目指すもの、親の介護などの理由がある。 

② 新型コロナウイルスの影響で年内（12 月）就職は 57%と低迷

し、年明けまでずれ込んでしまった学生は、国家資格受験・外

部実習・卒業判定などが重なり、受験までに時間が掛かる学生

が多くいた。 

③ 日々施設や病院からいただく求人票の情報や、ご来校された時

の情報はシステムを活用し上手く共有されてはいる。 

 

【国家試験】 

●社会福祉士（全国新卒合格率 65.0%/67.4%） 

 ・社会福祉士・精神保健福祉士科 卒業年次生合格率 38.1%   

  ・社会福祉士一般養成科 卒業年次生合格率 94.3% 
 

●精神保健福祉士 （全国新卒合格率 78.83） 

 ・社会福祉士・精神保健福祉士科  卒業年次生合格率 36.8%  

・心理カウンセラー科  卒業年次生合格率 23.5% 

・精神保健福祉士一般養成科  97.4% 

 

●作業療法士  （全国新卒合格率 91.3%） 

 ・作業療法士科（昼間部） 卒業年次生合格率 62.2% 

・作業療法士科（夜間部） 卒業年次生合格率 88.9% 

 

●介護福祉士  （全国新卒合格率 97.3%/50.3%） 

 ・介護福祉士科（留学生以外） 卒業年次合格率 94.1% 

 ・介護福祉士科（留学生）   卒業年次合格率 74.3% 

 
【就職】 

学園理念である職業人教育を通じて社会に貢献する人材育成のた

めに、DX を活用し同窓生との情報交換を密にし、担任・学科長とキ

ャリアセンターで連携し、授業などで業界最新情報や仕事の楽しさ、

やりがいを伝え働くことに興味と目標を持たせていく。 

 

 就職モラトリアムや自信がもてない学生には、早期面談を実施し、

スケジュールをたて行動させて、年内決定を目標にする。 

 

 学生や求人、業界情報の共有のために従来からの「業務システム」

「学生ポータルサイト」を最大限に活用し改善をしていきながら、

2021 年度より新しく導入した Microsoft Teams も活かしていく。 

 

【国家試験】 

国家試験合格率においては毎年、結果を検証し、次年度の合格率

が一層向上するように授業内容や教授法、個別支援のあり方等につ

いて方策を立てている。 

現状、社会福祉士・精神保健福祉士については一般養成科では全

国平均と比較して高い合格率を出せているが、社会福祉士・精神保

健福祉士科、作業療法士昼間部・夜間部、介護福祉士科（留学生以

外）については全国新卒平均を下回った。 

 一方、介護福祉士科の留学生については、日本語能力養成を含め

た国家試験対策により、昨年度から飛躍的に合格率をアップさせる

ことができた。また作業療法士科(昼間部)では 1 年次から学習方法

や向き合う姿勢に触れ、フローによる自立した学習習慣の確立を目

指す。 

 

滋慶学園グループの国家試験対策センターとの連携をさらに強化

していく。 

 

 

【就職】   

求人状況は好調であり、業界ニーズは非常に高い。 

学んだことを活かす就職に就く学生も多い。ただし、コロナウィル

スの影響により専門外の大学生の受験も増えており、90％近くあっ

た合格率が約 75％と低迷している。教務と連携し、業界が求めてい

る人材育成など最新情報をスピーディに伝えていく。そしてキャリ

アセンタースタッフを中心に学生面談を積極的に実施していく。 

 

 

 

【国家試験】 

2020 年から続いているコロナ禍の影響を特に低学年時に受けた

学生たちが、基礎力の不足に対する補完に課題が残り、得点力の向

上に至らなかった。次年度に向けは受験学年前からの国家試験に向

けた対策の強化をスタートしている学科については、合格率の向上

が見込めるところである。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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4-13 （1/1） 

4-13 就職率 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

4-13-1 就職率の

向上が図られて

いるか 

□就職率に関する目標設定は

あるか 

□学生の就職活動を把握して

いるか 

□専門分野と関連する業 

界等への就職状況を把握して

いるか 

□関連する企業等と共催で

「就職セミナー」を行うなど、

就職に関し関連業界等と連携

しているか 

□就職率等のデータについて

適切に管理しているか 

 ３ 

 

各学科とキャリアセンタ

ーが協議して学科毎の就職

目標を設定し、運営会議で

決定している。 

卒業年次担任とキャリア

センターの担当が学生の就

職活動を個人別に把握し、

適切な就職支援・指導を実

施し内定に繋げている。 
 学科担当を越えて、キャ

リアコンサルタントによる

就職面談の実施。 

 必要に応じて福祉・医療・

保育業界の採用ご担当者様

を招き、セミナー等を実施

している。 

データについては、学内

で厳重にデータ管理を行

い、就職先や状況について

は最終的に業務システムに

入力し管理している。 

卒業生が希望する先に全

員就職できるように支援・

指導を徹底し、特に就職内

定が難しい学生については

よりきめ細かな対応を行っ

た。 
 就職希望者のうち３月末

時点で 8 名が未就労である

ため、卒業後も継続して就

労支援を行っている。 

 

 システム(SharePoint)を

活用し、学生が個別で安心

して就活できる体制を整え

る。また、各学科の状況に応

じた就職支援のフローを明

確にし、全体への就職支援・

指導と学生の個別性に合わ

せた支援・指導をキャリア

センターと担任お中心に連

携しながら実施していく。

合格率に関しては、自己分

析と企業研究を十分にさ

せ、1 回でご採用いただく

ようにする。 

卒業生就職先 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 キャリアセンターと担任が共同で学生の就職活動状況を数字と状況で把握し、それを踏

まえて個別支援や全体への意識付けを行っている。必要に応じて業界・学科職員・非常勤

講師・同窓生からの協力を得ている。しかし、2024 年度 3 月末時点の就職希望者の 3 月末

での未就労者は 8 名である。 

 キャリアセンターだけでなく、担任と連携し就職支援をおこなう体制は確立されている。

しかし学生の多様化（生活背景、コミュニケーション力、年齢等）に応じて就職支援のあり

方を随時検証し、方策を立てる必要がある。加えて、システムを活用し学生自身が就職活

動を不安なく進められるようにし、今まで以上に担任・キャリアセンターの間での学生一

人ひとりの情報共有を実施していく。部署を越えて、国家資格のキャリアコンサルタント

を取得している職員も学生指導に活用していく。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



３５ 

4-14 （1/1） 

4-14 資格・免許の取得率 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

4-14-1 資格・免許の

取得率の向上が図ら

れているか 

□資格・免許取得率に関する

目標設定はあるか 

□特別講座、セミナーの開講

等授業を補完する学習支援の

取組はあるか 

□合格実績、合格率、全国水準

との比較など行っているか 

□指導方法と合格実績との関

連性を確認し、指導方法の改

善を行っているか 

4  国家資格取得は、卒業と

同時に取得できるものと、

在学中に受験をするものと

に分けられる。前者は保育

士であり、後者は社会福祉

士、精神保健福祉士、介護福

祉士、作業療法士である。 

受験が必要な資格の養成

学科は毎年、合格率の目標

設定を行い、運営会議で承

認している。合格率につい

ては全国平均などの数値を

確認して本校との差異を比

較している。 

カリキュラム編成から資

格取得率の向上が図られる

ような工夫をしている。そ

れ以外でも担任、専任を中

心に個別指導を必要に応じ

て実施している。 

 各国家試験の合格率は、

各学科、年度により大きな

ばらつきがあり、安定して

高い合格率を出しにくくな

ってきているのが近年の傾

向ある。しかし、今年度は

社会福祉士一般養成科にお

いて合格率 100％を達成す

るなど、大きく改善をする

ことができた。今後は、日

本人だけでなく、留学生の

支援にもより一層力を入れ

なければならない。 

 国家試験に合格するセオ

リーは完成しつつある。そ

のため、その流れに乗れな

い学生に対しての個別支援

をいかに細かく丁寧に実施

できるかが課題になってく

る。 

事業計画 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験の合格率は、すべての資格においては全国平均を前後、もしくはそれ以上とな

っており、一定の結果は出すことができている。これからは、全員が合格ができるように

支援をしていくことが必要となってくる。 

国家試験対策については、受験学年単年度の受験対策だけではなく、早期の学年から主体

的に学習に取り組む姿勢の動機づけが肝要である。また、学科を越えて国家試験対策の取

り組みの成功事例の共有やプログラムの検討に取り組んでいく。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



３６ 

4-15 （1/1） 

4-15 卒業生の社会的評価 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

4-15-1 卒業生の社会

的評価を把握してい

るか 

□卒業生の就職先の企業・施

設・機関等を訪問するなどし

て卒後の実態を調査等で把握

しているか 

□卒業生のコンテスト参加に

おける受賞状況、研究業績等

を把握しているか 

３  卒業生の活躍は、業界ヒ

ヤリングや実習巡回で確認

している。さらに、業界来

校時に把握するよう努めて

いる。 

また、卒業後１年以内に

就職調査を実施し、卒業後

の実態を把握している。

年々、減少の傾向はあるが、

0％には。なっていないた

め、教育内容の充実を常に

図っていくことが必要と考

えている。 

 

 卒業生の実態把握は、限

られた範囲にて行われてお

り、日常的な把握には至っ

ていない。 

  

 さらに職員個人による把

握に頼る部分が多く、学校

組織による把握には至って

いない。 

学科ごとに公式 SNS を

活用し、卒業生とのネット

ワークを構築しており、今

後、卒業生利用拡大を図る

とともに、そこから得た情

報を学校全体に水平展開し

ていく。 

 

 また業務システムによる

卒業生情報の一元化や日々

の情報更新、特別授業等の

依頼等の活用を推進してい

く。 

同窓会規約 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校も開校 30 年以上が経過し、20.000 名弱の卒業生が福祉・保育・医療などの分野に

て専門職として活躍している。 

 卒業生の中には施設長等組織の中での主軸的存在者や独立開業をして新たな試みにチャ

レンジする者なども多く、活躍は多岐に渡っている。また作業療法学会など各職種団体の

研究発表の場においても、数多くの卒業生が積極的に事例発表などを行っている。 

  

  

コロナウイルスの影響もなくなってきている状況にあるため、積極的な同窓会を軸とした

卒業生支援をリカレント教育と一緒に推進していくことが重要である。今後は、リカレン

ト教育の充実で新しい教育の価値を創造していきたい。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

  



３７ 

 

基準５ 学生支援 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

本学の支援の視点の柱は、各学科で定義している「教育目

標」（卒業時に到達すべき水準）と「養成目的」（卒業後に目

指す水準）の到達に必要な知識・技術・マインド・必要な国

家資格の取得に適切であるかがポイントとなる。 

学生支援は在学中のみではなく、入学前→在学中→卒業後

を視野に入れている。 

また、授業や実習などの教育での支援だけでなく、心理面

や生活面での支援も重要となってきている。 

全ての教職員がカウンセリングスキルとカウンセリング

マインドをもって学生支援を行うことを実践している。 

 

【学習支援・就職支援】 

学生の問題を数値的に早期に発見する体制ができている。

問題を発見した場合は関係者の連携も踏まえ退学防止に取

り組んでいる。就職支援はキャリアセンターが主となり担任

と連携を図って行っている。 

 

【健康管理・維持】 

学園グループが運営する慶生会クリニックは内科と歯科

を設置し、学生であれば、診察料は無料となっている。学内

にはカウンセラーを配置し、学生のメンタルサポートを行っ

ている。 

 

【生活面での支援】 

学生サービスセンターでは、学費や奨学金などの金銭面で

の学生支援を行っている。高校新卒以外の入学生割合が５割

を超えており、相談ニーズは高くなっている。 

学園の関連会社は学生寮を運営しており、地方出身の学生

の安全と健康のサポートの一環となっている。 

  

現在、学校として中途退学の防止に重点的に取り組んでい

る。特に、問題の早期発見と対策がキーポイントであり。必

要に応じて教務部だけでなく、学内の事務部門や学園の担当

部署や資源も活用していく。 

また、毎年行っている「キャリアサポートアンケート」（学

生対象）をこれまで以上に活用して、個々の学生における学

習、性格等の傾向を事前に把握しておく。 

 

 

社会環境や家庭環境から「学習習慣が乏しい」「精神的な不

安や疾患をもっている」「社会常識が希薄」「コミュニケーシ

ョン力が乏しい」などの対応が難しい学生が増えている。 

 

また、社会人対象の学科や夜間課程があること、外国人留

学生の入学者が増加している。 

経済面からは家庭の経済状況が厳しい学生が多く、母子家

庭の世帯も多い。 

奨学金や修学資金、自治体の給付金制度の利用者は入学生

のうち半数を占めている。教育ローンも含めると家計が厳し

い家庭は更に多いと推察される。 

 

このような環境下にあるが、学校としては入学した学生全

員が退学せず、専門職として就職する支援を実施していく方

針である。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



３８ 

5-16 （1/1） 

5-16 就職等進路 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-16-1  就職等進路

に関する支援組織体

制を整備しているか 

□就職など進路支援のための

組織体制を整備しているか 

□担任教員と就職部門の連携

など学内における連携体制を

整備しているか 

□学生の就職活動の状況を学

内で共有しているか 

□関連する業界等と就職に関

する連携体制を構築している

か 

□就職説明会等を開催してい

るか 

□履歴書の書き方、面接の受

け方など具体的な就職指導に

関するセミナー・講座を開講

しているか 

□就職に関する個別の相談に

適切に応じているか 

４ 就職支援はキャリアセン

ターが主導となって実施し

ており体制は整備されてい

る。 

キャリアセンターは担任

と連携して個別支援を実施

している。日々の関わりだ

けではなく就職委員会も開

催し状況を確認している。 

就職状況の把握は最低月

１回状況を集約し、学内で

共有している。 

業界との連携については

キャリアセンターが対応し

関係構築をおこなってい

る。この関係を基に必要に

応じて企業や施設等を招請

しての就職説明会等も開催

している。 

学生へは履歴書添削や模

擬面接を常におこなってお

り、個別相談にも充分に対

応できている。 

 

就職支援の体制やシステ

ムは充分なものとなってい

る。しかし、専門的な知識・

技術以前にコミュニケーシ

ョン力や自己表現力におい

て、手厚く支援の必要があ

る学生が増えている。 

モラトリアム学生、無気

力学生・留学生・職業訓練

生への動機付けも必要であ

る。 

キャリアセンター、担任、

学部職員、各セクション、

カウンセラーをはじめとす

る相互支援体制が、今まで

以上に必要であると考え

る。 

 

 

就職支援は就職年次の学

年のみに実施するだけでは

なく、フロー教育の考えか

ら入学後の早い段階で就職

への意識付けにつながる授

業等をおこなっていく方向

であり、年内内定率 90%以

上を目指す。 

 

就職支援においてはキャ

リアセンターと担任が年間

計画を組み、推進していく

ことと就職ポータルサイト

や就職システムを活用し状

況確認の徹底を行ってい

く。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職希望者のうち 8 名が病気・就職モラトリアムなどの理由で卒業式までに内定を獲

得することができなかった。福祉・保育・医療の業界は、人材不足も深刻な状況にあり、

社会への貢献及び学生の信頼のためにもよりきめ細かい個別支援ができるようにしてい

きたいと考えている。 

福祉・医療・保育分野への就職の流れや必要事項をまとめた学校独自の「就職活動マニ

ュアル」や求人票を、学生が学外でもスマートフォンなどで閲覧できる環境を構築してい

る。また、日常の疑問や質問に答えることができるようにマイクロソフト 365 を活用し

ている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

  



３９ 

 

 

5-17 （1/1） 

5-17 中途退学への対応 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-17-1  退学率の低

減が図られているか 

□中途退学の要因、傾向、各

学年における退学者数等を把

握しているか 

□指導経過記録を適切に保存

しているか 

□中途退学の低減に向けた学

内における連携体制はあるか 

□退学に結びつきやすい、心

理面、学習面での特別指導体

制はあるか 

3  学生動向については毎日出

席状況を確認し、未連絡の欠席

者には、３日以内に連絡を行い

状況把握を把握している。月に

２度、状況報告を作成して把握

している。運営会議でもこれに

基づき報告がおこなわれてい

る。 

課題・問題がある学生につい

ては学生情報シートに都度記

載している。実際に退学になっ

た場合はこれまでの経過を文

章で提出している。 

担任だけではなく学部長（学

科長）も含めてチームで学生支

援をおこなっており、カウンセ

ラーや学生サービスセンター

等との連携行われている。 

また、外国人留学生に対して

は、担任、教務スタッフだけで

はなく、学生サービスセンター

等の事務部スタッフとも連携

した支援を行った。進路変更や

不登校などの学生を受け入れ

るキャリアデザイン科を設置

している。 

 

 

2023 年度の中途退学率

は 6.1％（前年度 7.9%）で

あった。 

2024 年度は、多様化する

入学生の層に対して教育デ

ータの DX 化を図り、担任

だけでなく、多くの人を巻

き込んでチームでアプロー

チしていく事が今後の課題

として取り組んでいく。 

特に１年生に対し、学科を

超えたチームで退学を防止

していく取り組みの個別最

適化と、授業改革を行い、

「できた、わかる」を支援

するなど集団への取り組み

も計画している。 

なお、外国人留学生のオ

ーバーワークによる退学は

減少し、出席率も向上して

いる。 

 

単位制と長期履修制度を

活用した東京福祉の教育シ

ステムを構築していく。ま

た、退学率低減と国家試験

合格率向上の両輪で考えて

いく 

事業計画 

退学者数・退学率データ 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

「見える化シート」を担任が中心となり作成し、クラス状況の把握に努め、関係者を巻

き込んだチームで退学減少に取り組むとともに、問題の早期発見とスピーディーな対策を

行っている。また毎年「キャリアサポートアンケート」を実施しており、学習習慣や精神

安定・生活習慣等の学生の傾向を把握して対策立案に活用している。しかし、多様化する

学生の層に対応し切れたとは言えず、2023 年度の中途退学率は 6.1％（前年度 7.9%）で

あり、退学者は昨年度より改善している。 

クラスの構成員である学生の多様化とともに、クラス作り・クラスマネジメントの視点

が重要になってくる。課題を抱えた学生を早期発見し対応することで成功事例が多くなっ

てきた。この支援を継続しつつ、教育データを活用し、日々情報を共有、学科を超えたチ

ームで早期に対応する仕組みを確立していくことが必要である。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



４０ 

5-18 （1/2） 

5-18 学生相談 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-18-1  学生相談に

関する体制を整備し

ているか 

□専任カウンセラーの配置等相談

に関する組織体制を整備している

か 

□相談室の設置など相談に関する

環境整備を行っているか 

□学生に対して、相談室の利用に

関する案内を行っているか 

□相談記録を適切に保存している

か 

□関連医療機関等との連携はある

か 

□卒業生からの相談について、適

切に対応しているか 

５ 学生相談室に専任カウンセ

ラーを配置し、週３日（北口校

舎で１日、第３校舎で２日）相

談できる日を設けている。非常

勤のカウンセラーも週 2 日常

駐し、いつでも相談可能な体制

を整えている。 

学生相談室の利用方法は掲

示、学生便覧に記載している

他、担任からも告知している。

記録は個人情報保護を踏まえ

適切に管理している。 

 卒業生からの相談について

も、対応を行っている。 

入学時に、自己肯定感の低い

学生が多く存在している。ま

た、精神的な疾患や発達障害等

の既往歴のある学生も増えて

いる。 

このため、カウンセラーが抱

えるケースが過剰となる懸念

がある。 

医療機関との連携について

は学校近くの精神科クリニッ

クと連携しており、また既往歴

のある学生の主治医との連携

や、他にも適切なクリニックの

紹介ができている。 

年々、既往歴のある学生の入

学が増加し、学生相談室を利用

する学生が増えてきている。 

カウンセラーのケースが過

剰となった場合は学園が運営

しているトータルサポートセ

ンターに繋ぐことができ対応

していく。 

 

学生相談室 

トータルサポートセンター 

5-18-2  留学生に対

する相談体制を整備

しているか 

□留学生の相談等に対応する担当

の教職員を配置しているか 

□留学生に対して在籍管理等生活

指導を適切に行っているか 

□留学生に対し、就職・進学等卒

業後の進路に関する指導・支援を

適切に行っているか 

□留学生に関する指導記録を適切

に保存しているか 

 

４ 学生サービスセンターで外

国人留学生担当の職員を配置

し、研修等にも参加させてい

る。 

日々の外国人留学生の指導・

支援は担任が主体となってい

るが、学園本部の留学生支援セ

ンターと連携し留学生・職員双

方が適宜、サポートを受けられ

る体制にある。 

各種書類・記録の保存は適切

におこなっている。 

 

 

 

留学生受け入れ適正校にな

るべく、一層の支援体制の充実

が必要である。 

 

教務だけでなく学費面や日

常生活面も含め、問題が発生し

た際はもちろん、予測できるこ

とに対しての早期対策も含め、

学校全体で取り組んでいく。 

在留資格更新許可申請取次

者資格を取得し、留資格更新許

可申請を学校が取次として行

う。 

東京出入国在留管理局への

提出書類 

留学生用募集要項 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談室にはカウンセラーを週に日配置し、相談できる環境にある。学生のなかで精

神疾患や発達障害をもつ学生が増えており、カウンセリングの重要性は高くなっている。

カウンセラーと担任の連携が重要であると考え、日々実施している。 

 卒業生からの相談は年に 10 人程度あり、適切に行われている。 

2019 年度より、本校の学生は本校所属のカウンセラーに加え、学園が運営するトータル

サポートセンターのカウンセラーによるカウンセリングを第 3 校舎で受けることができる

体制となっている。 

留学生支援については、クラス担任だけではなく、学費サポート、緊急対応の担当者が

連携し、チームで対応する体制を強化していく。 

また引き続き留学生支援についての教職員のスキルアップを図っていく。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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5-19 学生生活 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-19-1  学生の経済

的側面に対する支援

体制を整備している

か 

□学校独自の奨学金制度を整

備しているか 

□大規模災害発生時及び家計

急変時等に対応する支援制度

を整備しているか 

□学費の減免、分割納付制度

を整備しているか 

□公的支援制度も含めた経済

的支援制度に関する相談に適

切に対応しているか 

□全ての経済的支援制度の利

用について学生・保護者に十

分情報提供しているか 

□全ての経済的支援制度の利

用について実績を把握してい

るか 

４ 経済的支援は学生サービスセンタ

ーが主管している。 

学校独自の奨学金制度はないが、

日本学生支援機構や介護福祉士等、

保育士修学資金の制度、江戸川区介

護福祉士育成給付金の紹介や手続き

を行っており、利用状況の把握をし

ている。江戸川区介護福祉士育成給

付金には外国人留学生の利用希望者

が多い。 

教育ローンも日本政策金融公庫の

「国の教育ローン」の他、信販会社と

提携し低利なローンが利用できる。 

学費の分納制度は高校での奨学金

予約採用制度を活用した「予約サポ

ート制度」と社会福祉士一般養成科、

介護福祉士科に於いては「東京都修

学資金貸付制度を利用した分納制

度」がある。 

2020 年度より「高等教育の修学支

援新制度」の認定校となり、約 70名

の学生が利用をしている。 

留学生に対しては、2019 年度

より入学前から、在学中のアルバ

イト先を決定し、さらに学費の一

部をアルバイト収入より分割納

入できる留学生施設奨学生制度

を設けて、入学前からの学費サポ

ートを可能としている。 

経済的に厳しい学生が多

く、奨学金を生活費に流用

して学費納入が困難となる

ケースもある。 

また、奨学金については

卒業後の返還について初回

振替不能率が 2021 年度は

16.2％と、全国平均の 9.5％

より高く、在学中の動機付

けに課題を残す。 

 

高等教育の修学支援新制

度を利用する学生の約 1 割

が退学または休学・留年等

となっている。 

学費納入状況については

学生サービス、運営会議に

て細かくチェックし、分納

制度利用者や延納となって

いる学生の早期の問題発見

と対応を行っていく。 

担任から普段の学生状況も

リサーチして支援に活用し

ていく。 

 

 奨学金貸与者への説明会

にマネー教育の視点を取り

入れていく。 

 

日本学生支援機構の奨学

金延滞率については卒業生

だけでなく退学者も含まれ

ている。両者に郵便や電話

等での適切なアプローチを

行っていく。 

 

奨学金対処貸与者の情報

を担任と共有し、早めの問

題発見と対策を学校全体で

取り組んでいく。 

募集要項 

日本学生支援機構 

東京都・千葉県介護福祉士

等修学資金 

東京都・千葉県保育士修学

資金 

民間企業教育ローン 

5-19-2  学生の健康

管理を行う体制を整

備しているか 

□学校保健計画を定めている

か 

□学校医を選任しているか 

□保健室を整備し専門職員を

配置しているか 

□定期健康診断を実施して記

録を保存しているか 

□有所見者の再健診について

適切に対応しているか 

 

４ 学園グループが運営する

慶生会クリニックと連携し

て学生の健康管理の実施、

学校医の選任をおこなって

いる。 

定期健康診断の受診状況

は慶生会クリニックの連携

で把握できており、再検査

が必要な学生への対応もで

きている。 

健康診断の実施結果から

再検査が必要な学生が多く

いるものの、結果を放置し

てしまう学生が多くいる。 

２次検診の受診について

健康管理の重要性の観点か

ら啓蒙が必要であると考え

る。 

保健室は整備しているが

専門職員の配置は行ってい

ない。 

学内に看護師や作業療法

士、公認心理師の資格を持

つ職員がおり、対応が必要

な時は協力を得ている。ま

た慶生会クリニックにて体

調不良学生の早期対応を図

っている。 

健康診断２次検診の受診

促しを担当者と担任で徹底

していく。 

健康診断スケジュール 

慶生会クリニック 



４２ 

5-19 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-19-2 続き □健康に関する啓発及び教育

を行っているか 

□心身の健康相談に対応する

専門職員を配置しているか 

□近隣の医療機関との連携は

あるか 

  学生の健康管理を担う組

織として、学園の関連機関

である慶生会クリニックに

医師・看護師が常駐してい

る。 

  

 

健康に関する教育につい

ては学内で統一したものを

行っていない。 

健康診断で再検査となる

学生が増えてきており、担

任が担当する授業等に健康

管理についての内容を取り

入れるかを検討していく。 

 

5-19-3  学生寮の設

置など生活環境支援

体制を整備している

か 

□遠隔地から就学する学生の

ための寮を整備しているか 

□学生寮の管理体制、委託業

務、生活指導体制等は明確に

なっているか 

□学生寮の数、利用人員、充足

状況は、明確になっているか 

 ５ 学園内に学生寮本部があ

り、地方出身者へ学生寮を

提供している。 

寮には、寮長・炊事有、寮

長有、自炊の３つがあり、緊

急時には生活アドバイザー

に繋がるホットラインも設

置されている。 

学生寮の管理体制は充分

であり、寮長在中の寮につ

いては寮長との連携も取れ

る。しかし、設備や管理体

制がしっかりしていること

から、費用面では民間のア

パート等の方が低廉な場合

がある。 

費用面から学生寮以外で

一人暮らしをする学生につ

いては提携の不動産業者を

紹介する体制を継続してい

く。 

学園クループ寮案内 

5-19-4  課外活動に

対する支援体制を整

備しているか 

□クラブ活動等の団体の活動

状況を把握しているか 

□大会への引率、補助金の交

付等具体的な支援を行ってい

るか 

□大会成績など実績を把握し

ているか 

５ 2021 年度は作業療法士科

学生が陸上選手としてパラ

リンピック東京大会に出場

を果たした。大会出場時に

学習の遅滞が生じないよう

なバックアップ体制を講じ

ている。 

 

 

 

 教育指導要領 

学生便覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 奨学金や教育ローンなどの利用や学費相談については担当が明確になっており適切にお

こなっている。日本学生支援機構の奨学金や教育ローンを主に勧めている。また対象学科

の学生には教育訓練給付金、修学資金の使用を勧めており、留学生に関しては「江戸川区

介護福祉士育成給付金」に対して枠数を上回る希望者が殺到している。 

 経済的に厳しい家庭が多く、学費支払いが困難となっている学生・保護者の早期発見と

対応が重要である。なお 2020 年にスタートした高等教育の修学支援新制度の認定校とな

っている。 

 また学生の健康管理と学生寮については学園グループで支援体制をとっている。 

学生は学園グループが運営する慶生会クリニック（内科・歯科）で健康保険の自己負担分

がかからず受診できる。 

学生寮については管理人がいない寮でも生活アドバイザーが学生と２４時間連絡がとれ

る体制を構築している。 

教育訓練給付金については既に対象学科である社会福祉士一般養成科、精神保健福祉士

一般養成科、社会福祉士短期養成通信課程、こども保育科の申請を行っている。 

                            
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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5-20 保護者との連携 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-20-1 保護者との連

携体制を構築してい

るか 

□保護者会の開催等、学校の

教育活動に関する情報提供を

適切に行っているか 

□個人面談等の機会を保護者

に提供し、面談記録を適切に

保存しているか 

□学力不足、心理面等の問題

解決にあたって、保護者と適

切に連携しているか 

□緊急時の連絡体制を確保し

ているか 

４ 保護者会は必要な学科にお

いて実施している。 

学生の成績については原則

として保護者宛に成績・出席状

況を送付している。 

個別に面談が必要な場合は

適宜実施し、記録を保管してい

る。担任で対応が難しい場合は

学部長や関係部署のスタッフ

が入りサポートしている。  

学生が安心して勉学に励む

ためには、保護者の支援、連携

体制の構築は、非常に大切なも

のと認識しており保護者と協

力して学生を支援していく方

針である。 

緊急時の連絡先についても

学籍簿に記載してあり、情報シ

ステムにも入力してある。 

キャリアデザイン科では、年

に３回の保護者会と年に２回

の三者面談を実施した。 

作業療法士科の最終学年に

対して保護者会をおこない受

験に向けての学校生活と自宅

でのとりくみについて共有し

た。 

家庭環境が複雑なケース

もあり連携に際しては慎重

に対応しなければならない

こともある。 

学校の方針を充分に理解

していただいた上で、学校

と協力して学生支援をおこ

なっているという意識を持

ってもらうことが重要であ

る。 

保護者対応においては経

験が浅い職員には上長等が

面談サポートするなどの対

応をとっていく。 

学生の問題については初

期対応が非常に大切であ

り、問題が発見されたとき

は担任個人で抱え込まず、

チーム（学部または学科）で

解決する方針を出してい

る。必要に応じて学内およ

び学園の関連部門とも連携

していく方針を継続する。 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者との連携については学習や学生生活に問題が発生した場合はすぐに連絡・連携を

とることにしている。担任一人が抱えこまない体制をとっている。年齢や家庭環境で保護

者の支援が得られないケースも出てきている。 

年齢が高い学生も多いことから、保護者との認識がないケースが増えてきている。ま

た、家庭環境が複雑なケースも多く、一般的な保護者の概念に合わない事例も多い。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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5-21 卒業生・社会人 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-21-1  卒業生への

支援体制を整備して

いるか 

□同窓会を組織し、活動状況

を把握しているか 

□再就職、キャリアアップ等

について卒後の相談に適切に

対応しているか 

□卒業後のキャリアアップの

ための講座等を開講している

か 

□卒業後の研究活動に対する

支援を行っているか 

４ 同窓会は、学科毎の状況に合

わせた開催をしている。卒業生

には生涯就職支援システムを

採用し、キャリアセンターが再

就職などの相談・支援を実施し

ている。また、学園が運営する

リカレント教育サイトである

JCareerSchool でスキルアッ

プに向けた講座を開いている。 

 

 附帯教育として社会福祉士

一般養成通信課程、社会福祉士

短期養成通信課程を開講して

いる。 

 
 2021 年度より社会福祉士一

般養成科において、卒後支援プ

ログラムとしてオンラインも

活用した学習会の定期的な開

催をスタートしている。 

 卒業後の支援は、再就職

支援が主になっている。今

後は、卒業生のスキルアッ

プやキャリアアップに繋が

るセミナーの開催の拡充が

必要と考えている。そのた

め 、 学 園 で 運 営 す る

JCareerSchool を更に業

界・同窓生に理解していた

だけるよう告知していく必

要がある。 

 

今後は、在学中の支援だ

けでなく、本格的なスキル

アップに向けた支援が必要

であると考えておるい。そ

のためにも、しっかりと同

窓生との関係性を構築でき

るフローを構築することが

必要と考えている。 

 

5-21-2  産学連携に

よる卒業後の再教育

プログラムの開発・

実施に取組んでいる

か 

  

□関連業界・職能団体等と再

教育プログラムについて共同

開発等を行っているか 

□学会・研究会活動において、

関連業界等と連携・協力を行

っているか 

4 現場で一定の経験を積ん

だ卒業生を非常勤講師とし

て採用し、現場に実際をふ

まえた在校生に対する教育

を専任教員とともに開発し

ている。また、介護福祉士

科、こども保育科卒業生を

中心に、社会福祉士取得を

目指した付帯教育の通信課

程を活用して学んでいる。 

 

在校生だけでなく卒業生

も巻き込んでの研究活動や

業界連携をより活発化して

いく必要がある。 

 同窓会活動との連動も含

め、産学協同による卒業生

の再教育プログラムを構築

していく。 

 



４５ 

5-21 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

5-21-3  社会人のニ

ーズを踏まえた教育

環境を整備している

か 

□社会人経験者の入学に際

し、入学前の履修に関する取

扱いを学則等に定め、適切に

認定しているか 

□社会人学生に配慮し、長期

履修制度等を導入しているか 

□図書室、実習室等の利用に

おいて、社会人学生に対し配

慮しているか 

□社会人学生等に対し、就職

等進路相談において個別相談

を実施しているか 

 

 

４ 本校には毎年多くの高校既

卒の社会人が入学しているた

め社会人が学びやすい環境を

心がけている。 

就職活動においては年齢に

よるハンディがある場合もあ

り、その際は個別相談を適切に

実施し、支援している。 

2018 年度に、社会福祉士一

般養成科、精神保健福祉一般養

成科の 2 学科が「キャリア形成

促進プログラム」(社会人の職

業に必要な能力の向上及びキ

ャリア形成を図る機会の拡大

を目的)の認定を受けた。 

入学前の履修に関する規定

は学則に明記してあるが、専修

学校専門課程および養成施設

の基準から、該当する学生はほ

とんどいないのが現状である。 

 

 

社会人のニーズは、キャ

リアチェンジ、キャリアア

ップである。 

各人のニーズが異なり、

多様化しているので、１人

ひとりの求めに応じること

のできる支援が必要であ

る。 

なお大学と違いカリキュ

ラム履修の規定があり、入

学当初からの社会人対象の

長期履修制度は導入してい

ない。 

 今後も社会人学生個々の

ニーズを汲み取り、その学

生に合わせた支援を考え実

施していく。 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 卒業後の就職支援については「生涯就職支援システム」として運用されている。今後は

同窓会活動の活発化や卒業生へのスキルアップセミナーの実施、業界と連携したプログラ

ム開発を推進していく方向である。 また社会福祉士一般養成科・精神保健福祉士一般養

成科の 2 学科が文部科学省から「キャリア形成促進プログラム」の認定を受けている。 同

様、文部科学省より 2018 年度～2020 年度「専修学校リカレント教育総合推進プロジェク

ト」の採択を受け、福祉施設や職能団体と委員会を構成し、社会人学生に対する e ラーニ

ングを活用した学びの質向上に資するプログラムの開発を行った。 

附帯事業として開講している社会福祉士一般養成通信において、こども保育科や介護福祉

士科卒業生も学んでおり、卒業後の学び足しに一定の役割を担っている。今後はオンライ

ンや DX・同窓生をフルに活用し、学園で運営する JCareerSchool の情報を共有していき、

卒後支援を充実させていく。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



４６ 

 

基準６ 教育環境 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

本校は、福祉・医療・保育の専門職を養成する学校である。ま

た、厚生労働省の養成施設として指定を受けている学科が多く、

法令の基準もある。 

 

全ての学科において教育に必要な教室、演習室、実習室等

の教室、授業に必要な機器備品は完備している。 

 

また、教室以外の設備についても学生が快適に学習をおこな

える環境を整備している。 

 

機器備品や校舎修繕・改修については事業計画に基づいた

予算案により適切に行っている。 

 

2023 年度、第一校舎介護実習室を、第 3 校舎 3 階に改修移

設。介護福祉科が移動に伴い、姉妹校から移管された北口校舎

を改修し、社会・心理学科を移転している。いずれの校舎も築１０

年以上であり、メンテナンスには留意している。 

 

殆どの学科がカリキュラム上、現場実習の時間数は多い。社会

福祉施設等の連携については問題なくとれている。 

 

防災については必要な機材を備え、防災対策を講じている。 

 

防災訓練は毎年実施している。また、防災マニュアルを設定

し、運用できる体制を構築している。但し、夜間など教職員の人

数が少ない場合がある。 

 

なお、非常時には学生・職員の安否確認システムがあり、学内

外での安否を確認できる体制を備えている。 

 

 

 

学習に必要な機器・機材は完備しているが、機器・機材は

毎年老朽化していくことから、必要に応じて順次入れ替えを

行っている。 

 

各校舎については安全上の問題はないが、簡易な修繕は常

に必要となっている。修繕については校舎管理上および良好

な学習環境の維持の観点から、関連業者に迅速な対応を依頼

していく。 

 

また、今後も継続して校舎や機器のメンテナンスに留意

し、修理等が必要な場合は迅速に対応していく。大規模な修

繕については事前に年間予算に計上している。 

 

防災訓練については毎年実施している。 

今年度も計画しており人数が少なくても対応できる体制

づくりを行っていく。 

今年度は地域住民が参加する「地域共生社会構築の拠点な

ごみの家」についても防災訓練を計画していく。 

 

学生への安否確認システムへの登録の徹底を図り、災害事

例を踏まえてクラスごとに意識づけを行っていく。 

 

2018 年度に江戸川区の要請で開設した「地域共生社会構

築の拠点なごみの家葛西南部」も 6 年目を迎え、2023 年度

は年間 3144 名（延べ人数）の方が利用された。また、介護

福祉士科の学生による「スマホ教室」には多くの利用者の方

にご参加いただき、学生と地域を繋ぐ「体験の場」として本

校の特徴的教育活動を一旦を一端を担っている。 

 

校舎・教室の不具合については学園の関連部署（滋慶スペ

ース）に速やかに連絡する事で対応してもらえる体制にあ

る。 

防災についても同様である。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者  松川 勝吉 
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6-22 （1/2） 

6-22 施設・設備等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

6-22-1 教育上の必要

性に十分対応した施

設・設備・教育用具等

を整備しているか 

□施設・設備・機器類等は設置基準、

関係法令に適合し、かつ、充実して

いるか 

□図書室、実習室など、学生の学習

支援のための施設を整備している

か 

□図書室の図書は専門分野に応じ

充実しているか 

□学生の休憩・食事のためのスペー

スを確保しているか 

□施設・設備のバリアフリー化に取

組んでいるか 

□手洗い設備など学校施設内の衛

生管理を徹底しているか 

□卒業生に施設・設備を提供してい

るか 

□施設・設備等の日常点検、定期点

検、補修等について適切に対応して

いるか 

□施設・設備等の改築・改修・更新

計画を定め、適切に執行しているか 

４ 施設・設備・機器類は、専修学

校設置基準や厚生労働省養成施

設の基準に適合している。普通

教室・演習室・実習室についても

同様である。 

図書室は専門図書および雑誌

については養成施設の基準以上

にあり、定期的な購入も行って

いる。 

学生はいつでもｷｬﾘｱｾﾝﾀｰを利

用できる環境にあり、さらに学

ぶ環境充実のために図書室の充

実を図る。さらに、Wifi の全校

舎導入など学生にとって学ぶ環

境整備には積極的に取り組んで

いる。 

 

図書室の図書が冊数は揃っ

ているが、古くなってきてお

り、棚卸しが必要である。 

 

学科と連携しながら必要な

図書の見直しと廃棄・購入を

計画的に進めていく。 

決算書類 

事業計画 

校舎図面 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専修学校設置基準および養成施設指定基準に合致する教室・設備・機材等は完備してい

る。 

図書室の図書・雑誌も基準以上である。施設・設備の点検・補修は即時に対応できる体制

を専門業者と築いている。 

改修については事業計画で予算を定め、学生満足度を踏まえ計画的に行っている。 

2023 年度は介護福祉士科が第 1 校舎に移転し、介護実習室は通常授業だけではなくオー

プンキャンパスでの体験授業でも積極的に活用ができている。 

 

2018 年度に江戸川区の要請で「地域共生社会構築の拠点なごみの家葛西南部」を開設し、

地域の方約 20,000 名(延べ利用者)が利用された。また介護福祉士科を始めとし、教科内外の

プログラムに於いて学生にとっての「体験の場」として連携を図っている。 

また全校舎に Wifi 環境を設置し、2019 年度より LMS を教育ツールとして本格導入して

いる。2022 年度からは、全学科にて Microsoft Teams を採用し、コマシラバスや授業資料

の共有、小テストの実施に活用し、より効率的で個別最適化された教育環境の整備を図って

いる。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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6-23 学外実習、インターンシップ等 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

6-23-1 学外実習、

インターンシッ

プ、海外研修等の

実施体制を整備

しているか 

□学外実習等について、意義

や教育課程上の位置づけを明

確にしているか 

□学外実習等について、実施

要綱・マニュアルを整備し、適

切に運用しているか 

□関連業界等との連携による

企業研修等を実施しているか 

□学外実習について、成績評

価基準を明確にしているか 

□学外実習等について実習機

関の指導者との連絡・協議の

機会を確保しているか 

□学外実習等の教育効果につ

いて確認しているか 

 

４ 実習は取得する国家資格に

おける養成施設指定規則等で

定められた基準に基づき実施

している。 

 

実習内容については「実習要

綱」に規定されており、学則施

行細則等で成績評価基準を明

記している。 

学生の実習先へは教員が巡

回指導を行っており、実習先と

の担当者と学生の状況を確認

し、協力して指導を行ってい

る。 

なお、学生状況に応じて必要

な場合、事前に教員が実習機関

の指導者との事前協議を行っ

ている。 

作業療法士科昼間部・夜間部

においては臨床実習の前に学

内で実習指導者会議を開催し

ている。 

2023 年度より一部の学科で

WEB 版の実習日誌を導入。学

校教員がリアルタイムで実習

内容を把握できることでタイ

ムリーな指導ができる環境が

できた。 

2022 年度は新型コロナウイル

スの影響により、学外実習の実

施が困難な場合には、現場と連

携を図りながら、学内での実習

を実施していたが、2023 年度

においては全学科が学外実習

を実施できた。 

教育効果は各学科の修業年限

や年間フローで見ていくが、実

習の前後に実習前教育、実習後

教育をおこない個々の実習の

効果についても確認している。 

 

実習については実習先の

施設等とも連携が取れてお

り、学校と施設等の信頼関

係も築けているが、一部の

学生が実習先で上手く適応

できず中止となる場合があ

る。 

 

実習先には施設の指導体

制を確認のうえ、より利便

性の高い先を開拓していく

必要がある。 

 

また実習施設についての

情報共有が遅れることもあ

り迷惑をかけることもあっ

た。 

 

国際情勢が不安定で海外研

修が直前で中止となり、学

生には全額返金とした。 

実習中止の学生について

は実習前教育や日々の個別

支援を充実する。学生個々

の問題や課題が何なのかを

担任だけでなく学科（学部）

で共有し、どのようなプロ

セスでその後の支援計画を

組むかを考えていく。 

 

実習先についてはキャリ

アセンターが業界との連携

を踏まえ、教育効果の高い

ところを開拓していく。 

 

実習施設の情報共有につ

いては、実習担当者を別部

署に置くのではなく、学科

が直接関わっていくことで

改善を目指す。 

 

建学の理念の一つである国

際教育を実現する方法を海

外研修以外にも検討してい

く。 

実習日誌 

学則 

実習先一覧 

各学科卒業研究案内 
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小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

6-23-1 続き □学校行事の運営等に学生を

積極的に参画させているか 

□卒業生・保護者・関連業界

等、また、学生の就職先に行事

の案内をしているか 

 教育行事については学生

の状況や希望を鑑みて実施

している。 

運営の主体は教員が担っ

ているが学生が主体になっ

て運営する機会を増やして

いる。 

”Social good”をテーマ

とした学園祭を開催し、地

域、高校生、業界、卒業生約

1500名の来場者があった。 

 

入学式、卒業式は、2022年

度はコロナの影響で保護者

は来場できなかったが、

2023年度より来場可能とな

り、業界、卒業生、関連関連

企業含め、約 5000名の来場

者数となった。 

 学校行事の運営は学生や

教職員の負担から実施が難

しくなっている。教育的側

面から選択と集中が必要。 

 

 

学校全体での行事から、よ

り学科特性を生かした小規

模な行事に移行していくこ

とで、負担を軽減しながら

教育効果が高い方法を模索

していく。 

実習日誌 

学則 

実習先一覧 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学外実習はカリキュラムに規定されており、養成施設等の基準に合った施設等で必要な

内容を行っており、2023 年度は全ての学科で学外実習を実施することができた。実習施設

等とは教員の巡回指導等で連携をとり、学生指導を行っている。 

 

 海外研修は希望者のみの参加で実施予定であったが、国際情勢が不安定になり安全面を

考慮し中止となった。 

 

新型コロナ感染症の影響により、2020 年より中止されていた海外研修を 2023 年度は再開

することとなり、約 30 名の学生が申し込みをしていた。しかし、直前に国際情勢が悪化し

中止となった。 

2024 年度は、海外研修先の変更を検討している。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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6-24 防災・安全管理 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

6-24-1  防災に対す

る組織体制を整備

し、適切に運用して

いるか 

□学校防災に関する計画、消

防計画や災害発生時における

具体的行動のマニュアルを整

備しているか 

□施設・建物・設備の耐震化に

対応しているか 

□防災・消防施設・設備の整備

及び保守点検は法令に基づき

行い、改善が必要な場合は適

切に対応しているか 

□防災（消防）訓練を定期的

に実施し、記録を保存してい

るか 

□備品の固定等転倒防止など

安全管理を徹底しているか 

□学生、教職員に防災教育・研

修を行っているか 

４ 学生及び教員の安全を考

え、防災責任者の指定、防災

訓練の実施、災害時の行動・

対処に関する学生への案内

などの防災体制が整備でき

ている。 

校舎の耐震性について問

題はなく、専門業者による

定期点検も実施している。 

防災マニュアルを作成

し、対処方法を教員に徹底

している 

 防災訓練は毎年実施して

いる。特に東日本大震災後

は大地震を想定した訓練を

行っている。また 2017 年度

には夜間時間帯での訓練を

実施した。 

 災害時の緊急連絡システ

ムで教職員および学生の安

否が確認できる。 

防災に関しては設備点検

や訓練等は確実に実施して

いる。 

しかし、職員間で防災や

校内設備に関しての知識に

開きがあり、有事の際に対

応できるか不安を残す。ま

た夜間部が開講している時

間帯は教職員の人数も昼間

に比べ少なく、学校責任者

も不在のケースが多いた

め、その対応方法を検討し

ていく必要がある。 

 

災害時の緊急連絡システ

ムは全ての教職員と学生を

対象としている。その際の

緊急安否確認メールに直に

返信しない学生もおり、一

層の意識付けが必要であ

る。 

有事の際の夜間の時間帯対

応については、非常勤講師

も含め少人数での対応方法

を検討し、マニュアル化を

していく。 

防災マニュアル 

緊急連絡網システム 

6-24-2  学内におけ

る安全管理体制を整

備し、適切に運用し

ているか 

□学校安全計画を策定してい

るか 

□学生の生命と学校財産を加

害者から守るための防犯体制

を整備し、適切に運用してい

るか 

 

５ 防犯については学園関連

企業から人員を派遣して毎

日対応している。 

学校入口の歩哨、防犯カ

メラの設置や校舎巡回を実

施し、防犯に努めている。 

また、教職員には ID カー

ドの着用を義務付けてい

る。 

 

安全・防犯対策は学生サ

ービスセンターが主管して

いる。 

受付がない校舎があるた

め部外者が校舎内に立ち入

る危険はある。 

関連企業のヒューマンサ

ービスの定期巡回や職員の

見回り等で安全確認をおこ

なっていく。 

 2023 年度は第 2 校舎入

口に防犯カメラを設置し

た。 
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小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

6-24-2 続き □授業中に発生した事故等に

関する対応マニュアルを作成

し、適切に運用しているか 

□薬品等の危険物の管理にお

いて、定期的にチェックを行

うなど適切に対応しているか 

□担当教員の明確化など学外

実習等の安全管理体制を整備

しているか 

 授業中に発生した事故に

ついては即座に職員室に連

絡するとしており適切に対

応している。 

 

危険物とされる薬品等は

工作に使用する塗料程度で

ある。定期的なチェックと

管理はしっかりと行ってい

る。 

 

学外実習の安全管理体制

については学科長の責任・

指導のもとで、主に実習を

おこなっている学生の担任

が担当している。 

また、実習開始前に各実

習施設に巡回担当教員をつ

けている。 

   

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 防災について防災マニュアルがあり、毎年、防災訓練も実施している。建物や消防設備

の点検についても専門業者に定期点検を依頼し実施している。また、災害時には緊急連絡

システムで学生の安否が確認できるシステムを構築している。 

 防犯については関連会社であるヒューマンサービスから人員を派遣してもらい校舎玄

関、校舎内、校舎周辺の見回りを行っている。 

学外実習についての安全管理体制は学部長の責任・指導のもとで行っている。 

  

防災訓練だけでなく大震災を想定した実践的な防災研修を継続して実施している 2022

年度については新型コロナ感染症対策の影響により、学生参加の避難訓練は実施せず、避

難に関する基礎対応の動画視聴としたが、2023 年度は全学生が実際の避難経路を確認しな

がら、一次避難所まで避難する訓練が実施できた。 

また、学園本部でも環境安全衛生委員会を設置し、防災や安全管理について学校の状況

を確認し、必要なアドバイスを受けている。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【学生募集】 

本校の学生募集は福祉・保育・医療の専門職に関心がある者

へ、その仕事の魅力を伝え、福祉人材を業界へ送り出す最初の

ステップと考えている。 

その中で、本校の強みや特色を分かりやすく、かつ、仕事や

職業のやりがい等を伝えることを大切にして、入学案内やホーム

ページを作成している。 

また、高等学校と強い連携を構築すべく、訪問活動をおこなっ

ている。 

オープンキャンパスの体験授業や入試合格後に入学前に実

施する講座等を入学前教育と位置付け、教育＝広報となる必要

性を教職員全員に周知徹底している。 

 

【広報活動の適正化】 

学生募集に関しては入学希望者の状況を鑑み、多様な入試

方法を取っているが、選考に際し重視する点は「やる気」と「適

性」であることには変わりはない。 

入試選考基準や合否の決定基準は明確に定めている。 

学費・諸費用・総合演習費についても正確に分かりやすく伝え

ている。 

【入学者数について】 

2023 年度の学生募集の結果、282 名の入学者となった。募

集中止学科（IT 医療ソーシャルワーカー科、作業療法士科夜

間部）もあったが、新設したこどソーシャルワーカー数が 7

名に留まったことと、高校生が対象である作業療法士科が定

員の 4 割に大きく減少していることが要因となり、全体で定

員の 7 割程度の入学者数となった。 

  

 

【オープンキャンパスの見直し】 

2023年は、オープンキャンパスへの動員は成功しているこ

とから、今年度は来校者から選ばれる仕組み作りを多方面で

実施していく。 

・プログラム内容の再検討 

・学生スタッフの組織作り 

・定期的な職員研修の実施 

 

 

WEB対策 

WEBコンサル業者と連携し、自校ホームページからの CV上

昇するための戦略を立案、実行していく。 

 

 

福祉・医療・保育の分野に多くの卒業生を輩出することは

社会貢献であると考えている。次年度入学生を入学定員どお

り確保するためには、社会環境の変化を捉えながら、オンラ

インでの募集活動も継続して実施していく予定である。 

 

 

 

地域のこどもたちと保護者に対してプログラムを提供す

る「こども教室」、地域共生社会構築の拠点として江戸川区よ

り委託を受けている「拠点なごみの家」を通して、より実践

的な場で福祉や保育の仕事にふれることができる。 

 

 

 また学生が主体的・対話的に学ぶ「アクティブラーニング」

を取り入れた授業や、タブレット端末やアプリ、IOT を活用

した授業を積極的に取り入れている。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 
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7-25 学生募集活動 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

7-25-1  高等学校等

接続する教育機関に

対する情報提供に取

組んでいるか 

□高等学校等における進学説

明会に参加し教育活動等の情

報提供を行っているか 

 

□高等学校等の教職員に対す

る入学説明会を実施している

か 

 

□教員又は保護者向けの「学

校案内」等を作成しているか 

４  高等学校等における進学

説明会には積極的に参加

し、学校の情報だけでなく

福祉・医療・保育業界につい

て採用状況等、高等学校が

必要な情報を提供してい

る。 

高等学校等の教職員対象

の説明会は実施していない

が、高校センターと連携し、

直接高等学校を訪問して関

係性を構築している。 

 

大学進学を重視する高等

学校が多い状況のなかで、

高等学校の教員に対して、

本校の教育の特徴や取り組

み、就職状況等により、高

校生が入学後にしっかりと

したキャリアプランを描け

ることを理解してもらうこ

とが大切である。 

また、福祉業界について

の情報や方向性を提供する

ことで福祉に対する負のイ

メージを払拭することも大

切である。 

 コロナ禍においてできな

かった高校訪問について、

重点校、指定校、日本語学校

等を含め、年間で企画をし

て訪問していく。 

高等学校教員向けパンフレ

ット、高校訪問、高校ガイ

ダンスに関する資料 

 

7-25-2  学生募集を

適切かつ効果的に行

っているか 

□入学時期に照らし、適切な

時期に願書の受付を開始して

いるか 

 

□専修学校団体が行う自主規

制に即した募集活動を行って

いるか 

 

□志願者等からの入学相談に

適切に対応しているか 

 

□学校案内等において、特徴

ある教育活動、学修成果等に

ついて正確に、分かりやすく

紹介しているか 

 

□広報活動・学生募集活動に

おいて、情報管理等のチェッ

ク体制を整備しているか 

 

 

 

５  本校は、東京都専修学校

各種学校協会に加盟し、同

協会の定めた学生募集活動

のルールに基づいて学生募

集を行っている。 

入学に際しては、希望者

や保護者から学習内容、将

来性、学費等様々な内容の

相談が寄せられるが、教職

員各自の専門性を活用して

適切に対処できている。 

入学案内や学校ホームペ

ージは毎年更新し、入学希

望者にとって満足であるか

を基準としている。 

学内に個人情報保護委員

会を設置し情報管理等のチ

ェックできる体制にある。 

本校に入学を希望する学

生のなかで、母子家庭や低

所得世帯に該当する方が非

常に多い。 

また、入学希望者本人が

生活習慣、学習習慣、精神

面で不安を抱えている事例

も多くある。 

入学希望者に対する相談

体制は出来ているが、より

一層相談スキルを向上して

いく必要がある。 

 

本校の強みを分かりやす

くアピールするには、入学

案内、HP、SNS 等の内容が

入学希望者の価値に合って

いるかを常に考慮する必要

がある。 

 学費やその他個別性が高

い志願者等からの相談は専

門部署を中心に個別に対応

していく方針を継続してい

く。併せて、教職員全般があ

る程度の相談に対応できる

知識（学費、奨学金、入試方

法、一人暮らし等）を持てる

ように研修を行っていく。 

 

HPおよび SNSの内容改

善も引き続き行っていく。 

 

入学案内 

募集要項 

体験授業の案内 DM 

東京福祉専門学校 HP 
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小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

7-25-2 続き □体験入学、オープンキャン

パスなどの実施において、多

くの参加機会の提供や実施内

容の工夫など行っているか 

 

□志望者の状況に応じて多様

な試験・選考方法を取入れて

いるか 

 オープンキャンパスは日

程を多く設定して入学希望

者が参加しやすくしてい

る。 

また、土日のオープンキャ

ンパスだけでなく、希望者

や時間が取れない方に対し

て平日の授業見学や個別相

談も行っている。 

オンラインのオープンキ

ャンパスも開催し、来校し

なくても仕事理解が深めら

れる機会を継続している。 

オープンキャンパスでは

各学部で体験授業をおこな

っているが、目指す職種を

しっかりと理解してもらう

ため、「教育＝広報」の視点

から作り上げている。 

入試方法は AO 入試、高校

推薦入試、指定校推薦入試、

一般入試、留学生入試を取

り入れており、高校生のみ

でなく社会人層・留学生へ

も配慮したものとなってい

る。 

オープンキャンパスにつ

いては入学希望者の満足度

は総じて高いが、実施内容

が入学希望者の価値に見合

ったものであるかを常に検

証していく必要がある。 

 

入学者のメインターゲッ

トはどのような層である

か、その価値は何なのかを

常に考えていく必要があ

り、それを SNS やオープン

キャンパスに反映していく

必要がある。 

各学科で仕事や資格の魅

力、本校の特色を充分に理

解してもらうために、複数

回オープンキャンパスに来

ていただけるような体験授

業のプログラムを実施して

いく。 

 

大学受験検討層が増加し

ている背景から、大学の入

試方法と名称の統一を予定

している。 

（AO 入試→総合型選抜に

変更予定） 

 

前頁に同じ 

最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 高等学校とは校内ガイダンスへの参加や高校訪問を通じて関係を強化し、高等学校に学

校や業界の情報を提供している。本校は東京都専修学校各種学校協会に加盟し、同協会の

定めたルールに基づいた募集開始時期、募集内容を遵守している。学校案内、ホームペー

ジについては入学希望者が本校の特色を理解しやすいように作成しており、オープンキャ

ンパスの体験授業の内容も常に工夫している。オンラインを活用したオープンキャンパス

を継続させ、入学希望者の相談にも適切に対応できている。情報管理の体制も整備できて

いる。 

入学志願者の価値を考えて広報活動を行っている。オープンキャンパスでの体験授業は

「教育＝広報」の視点で行っており、入学前から入学後・卒業後をイメージできるように

している。 
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7-26 入学選考 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

7-26-1  入学選考基

準を明確化し、適切

に運用しているか 

□入学選考基準、方法は、規程

等で明確に定めているか 

□入学選考等は、規程等に基

づき適切に運用しているか 

□入学選考の公平性を確保す

るための合否判定体制を整備

しているか 

５  入学選考の方法・内容・基

準については募集要項に記

載している。入学選考実施

規定を定めている。 

入学選考の都度、役職者

および関係者の参加による

判定会議で合否を協議し、

学校長に承認を得ている。 

 本校の入学選考は落とす

選考ではない。アドミッシ

ョンポリシーに基づき福祉

に関心をもつ人材を得る機

会と考えている。しかし、

本人の将来を考えると入学

することが本人のキャリア

にとって適切か迷うケース

もある。 

オープンキャンパスは入

学前教育の位置付けでおこ

なっている。オープンキャ

ンパスの状況や教職員のカ

ウンセリング力の向上で入

学希望者の適性をより的確

に判断していく。 

募集要項 

 

7-26-2  入学選考に

関する実績を把握

し、授業改善等に活

用しているか 

□学科毎の合格率・辞退率な

どの現況を示すデータを蓄積

し、適切に管理しているか 

□学科毎の入学者の傾向につ

いて把握し、授業方法の検討

など適切に対応しているか 

□学科別応募者数・入学者数

の予測数値を算出しているか 

□財務等の計画数値と応募者

数の予測値等との整合性を図

っているか 

５ 募集に関する各種のデー

タをとり、教職員で共有し

ている。学科の職員が学生

募集に中心となって関与す

ることで、入学後の授業方

法のあり方を検討し対応し

ている。 

予測値については資料請

求数、説明会参加数、出願

数、辞退数等を勘案し、詳細

な予測値を毎週更新してい

る。学園本部と協力し、財務

等の計画数値と予測値の整

合性を図っている。 

 入学者のうち、約 4 割が高

校新卒者・約 1 割が留学生・

約 4 割が高校既卒者（うち

3 分の１は委託訓練生）と、

多様な入学生が各学科に入

学している状況がある。 

留学生については担任一

人だけでなく、学習支援や

生活支援をおこなう教職員

を増員した。また、本部の留

学生支援部門との連携を密

にしていく。 

日本語能力については必

要に応じて補習のような形

態で特別授業を行ってい

く。 

広報資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 入学選考については基準や内容については明確に定められており、募集要項にも記載さ

れている。合否についても入試判定会議において合議制で適切に実施している。募集活動

に関する数値は把握し、教職員で共有している。入学選考に関する情報は、全ての項目に

ついて、入学事務局が一括管理している。 

前年度に続き、2023 年度入学生も介護福祉士科で外国人留学生（アジア諸国）が入学し

ているため、入学後のサポート体制を築いている。また、社会情勢を鑑み、遠方の受験生に

対してはオンラインでの入学選考を提示。柔軟に対応した。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



５６ 

7-27 （1/1） 

7-27 学納金 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

7-27-1  経費内容に

対応し、学納金を算

定しているか 

□学納金の算定内容、決定の

過程を明確にしているか 

□学納金の水準を把握してい

るか 

□学納金等徴収する金額はす

べて明示しているか 

５  学費については変更する

必要がある場合は、学内で

検討し、理事会・評議委員会

の決定で変更を行ってい

る。 ついてはカリキュラム

の内容や学校行事、保健衛

生等を詳細にみて、運営会

議にて毎年の金額を決定し

ている。 

学費は募集要項に明示

し、諸費用も概算金額を明

示している。決定した金額

は項目別に提示している。  

 学納金は教育内容や他校

の水準からみて適正である

が、経済的に厳しい学生が

多いことから、常に本当に

必要なものであるかを検証

する必要がある。 

 

2017 年度入学生より総

合演習費を廃止し、学費Ⅱ

として「教育充実費」を設定

した。 

このことで学納金につい

て学生がより理解しやすく

なったと思われる。 

また、学校業務全体にお

いて無駄や非効率なものを

無くす意識が強化されると

考える。 

募集要項 

7-27-2  入学辞退者

に対し、授業料等に

ついて、適正な取扱

を行っているか 

□文部科学省通知の趣旨に基

づき、入学辞退者に対する授

業料の返還の取扱いに対し

て、募集要項等に明示し、適切

に取扱っているか 

５ 入学辞退者への授業料等

の返還については、文部科

学省通知の趣旨に基づき、

募集要項、学則に記載し適

切に取り扱っている。 

特になし 特になし 募集要項・学則 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学費については見直しが必要な場合、その根拠が適正であるかを理事会・評議員会で決

議し決定している。新たに学科を新設する場合も同様である。諸費用は毎年必要な金額を

運営会議で決定している。金額については募集要項等に記載している。 

入学辞退者への授業料の返還は募集要項等に明示し、適切に取り扱っている。 

 諸費用については教科書・教材、学校行事、保健衛生等の様々な項目について検証し決

定している。教育効果を低下させず無駄や非効率なものがないかをチェックし、金額を抑

えている。2017 年度からはこの方針を一層強化するため、総合演習費を廃止し、学費Ⅱ「教

育充実費」を新たに設定した。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

  



５７ 

 

基準８ 財 務 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

本学では、5 年を見越した長・中期的事業計画を毎年立て、

収支計画を作成している。 

学園の本部機能は、学校の財務体制をしっかりと管理し、

健全な学校運営ができるような仕組みになっている。 

 

さらに、財務監査は学園本部監査スケジュールを元に、会

計監査人（公認会計士）、監事、理事メンバーで実施されて、

健全な財務体制を築いている。 

   

本学では、私立学校法に基づいた財務情報公開の体制を下

記の通りとっている 

 Ⅰ．組織体制 

  １．法人統括責任者 

  ２．学校統括責任者 

  ３．（学校事務担当者） 

 Ⅱ．公開書類 

１．財務諸表（財務目録・貸借対比表・収支決算書） 

２．事業報告 

３．監査報告書 

 Ⅲ．閲覧場所 

   法人本部 

 2005年 4月より、引き続きこの体制で実施している。 

 

 なお、決算書と監査報告書は学校のホームページで公開し

ている。 

  

財務については特に問題は見られない。 

 

より一層の健全化を実現するために、定員充足・退学防止・

経費節減・業務効率化を徹底しておこなっていく方針であ

る。 

 

学生の納付金については、現在、主に総合演習費として徴

収している項目を、2017 年度より学費Ⅱ「教育充実費」とし

て規定し、会計上より明確にしている。 

 

本校のホームページで学園の財務諸表を情報公開してい

る。 

 

2017 年度入学生より、納入金項目の見直しを行っている。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



５８ 

8-28 （1/2） 

8-28 財務基盤 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

8-28-1  学校及び法

人運営の中長期的な

財務基盤は安定して

いるか 

□応募者数・入学者数及び定

員充足率の推移を把握してい

るか 

□収入と支出はバランスがと

れているか 

□貸借対照表の翌年度繰越収

入超過額がマイナスになって

いる場合、それを解消する計

画を立てているか 

□消費収支計算書の当年度消

費収支超過額がマイナスとな

っている場合、その原因を正

確に把握しているか 

□設備投資が過大になってい

ないか 

□負債は返還可能の範囲で妥

当な数値となっているか 

 

５  応募者数・入学者数及び

定員充足率の推移は把握し

ており、これらを踏まえな

がら収支予算書を作成して

いる。 

   

特になし  特になし 

 
事業計画書 

決算書類 

8-28-2  学校及び法

人運営に係る主要な

財務数値に関する財

務分析を行っている

か 

□最近 3 年間の収支状況（消

費収支・資金収支）による財務

分析を行っているか 

□最近 3 年間の財産目録・貸

借対照表の数値による財務分

析を行っているか 

 

５ 財務分析については学園

本部の専門関連部署が詳細

に分析しており問題はな

い。 

特になし 特になし  

 

 

 



５９ 

8-28 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

8-28-2 続き □最近 3 年間の設置基準等に

定める負債関係の割合推移デ

ータによる償還計画を策定し

ているか 

□キャッシュフローの状況を

示すデータはあるか 

□教育研究費比率、人件費比

率の数値は適切な数値になっ

ているか 

□コスト管理を適切に行って

いるか 

□収支の状況について自己評

価しているか 

□改善が必要な場合におい

て、今後の財務改善計画を策

定しているか 

 学園本部の専門部署が財

務データについて管理し、

分析し、方策・計画を策定し

ている。 

 

財務状況については専門

部署が決算理事会は勿論、

適切に役員へ報告してい

る。 

 

また、学校の財務状況につ

いても学校長および事務局

長等への報告がおこなわれ

ている。 

コスト管理において、印

刷関連費、教材費等が当初

予算より超過しやすい傾向

にある。 

全教職員にコスト意識を

持たせていく。 

実習費や教材費等はこれ

までも部署で執行状況を確

認できるシステムをもって

いたが、印刷関連費につい

ても校舎別、部署別使用状

況を明示していき、コスト

への意識を高めていく。 

 

決算書類 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法人および学校の財務状況については、法人の専門部署が数値を把握し、分析等をおこ

なっている。財務状況については適切に役員等に報告されている。学校の財務状況につい

ても学校長・事務局長へ適切に報告され、状況把握ができている。 

法人の決算書類は本校のホームページで情報公開している。 

  

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



６０ 

8-29 （1/1） 

8-29 予算・収支計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

8-29-1  教育目標と

の整合性を図り、単

年度予算、中期計画

を策定しているか 

□予算編成に際して、教育目

標、中期計画、事業計画等と整

合性を図っているか 

□予算の編成過程及び決定過

程は明確になっているか 

５  予算は教育目標、事業計

画、５ヶ年の計画との整合

性を計っている。予算の編

成・執行に関する規定は、寄

附行為、経理規定に定めら

れている。 

特になし  特になし 事業計画書 

 

8-29-2  予算及び計

画に基づき、適正に

執行管理を行ってい

るか 

□予算の執行計画を策定して

いるか 

□予算と決算に大きな乖離を

生じていないか 

□予算超過が見込まれる場

合、適切に補正措置を行って

いるか 

□予算規程、経理規程を整備

しているか 

□予算執行にあたってチェッ

ク体制を整備するなど誤りの

ない適切な会計処理行ってい

るか 

５  学校予算については綿密

な執行計画を策定しおこな

っている。 

予算の執行状況について

は、四半期毎に予算実績対

比表を作成しており、収支

管理をおこなっている他、

毎月、学校でも法人本部の

作成したデータを基に状況

を確認している。 

予算と決算の大幅な乖離

はない。一部の勘定科目で

超過が見込まれる場合は全

体予算の範囲内で規定に沿

った補正を行っている。 

支出項目の一部において

大きな乖離はないが、当初

予算と見込みがずれる場合

がある。 

2017 年度入学生より納

付金について、総合演習費

を廃止し、学費Ⅱ「教育充実

費」を設定した。 

事業計画書 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 予算の策定については中期的な計画も踏まえ毎年策定している。予算の執行方法等につ

いての問題はない。また、一部の項目で予算と決算との差異が見られるが、大きな乖離は

なく健全であると考えている。 

2017 年度入学生より納付金項目の一部を変更した。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



６１ 

8-30 （1/1） 

8-30 監査 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

8-30-1  私立学校法

及び寄附行為に基づ

き、適切に監査を実

施しているか 

□私立学校法及び寄附行為に

基づき、適切に監査を実施し

ているか 

□監査報告書を作成し理事会

等で報告しているか 

□監事の監査に加えて、監査

法人による外部監査を実施し

ているか 

□監査時における改善意見に

ついて記録し、適切に対応し

ているか 

５  財務についての会計監査

が適性に行われている。 

 

 会計監査に対しては、幹

事による監査、公認会計士

による監査を実施してい

る。その後監査報告書に記

載し、報告している。 

 特になし 特になし 学校ホームページ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 法令に基づいて適切な監査を実施している。 学校法人の監事の監査報告書を学校のホームページに掲載している。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



６２ 

8-31 （1/1） 

8-31 財務情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

8-31-1  私立学校法

に基づく財務公開体

制を整備し、適切に

運用しているか 

□財務公開規程を整備し、適

切に運用しているか 

□公開が義務づけられている

財務帳票、事業報告書を作成

しているか 

□財務公開の実績を記録して

いるか 

□公開方法についてホームペ

ージに掲載するなど積極的な

公開に取組んでいるか 

５ 「財務情報公開規定」を作

成し、適切に運用している。 

 

公開が義務づけられてい

る書類に関しては作成して

おり、具体的な項目につい

ては「情報公開マニュアル」

を作成し、対応している。 

 

 情報公開については積極

的に取り組んでいく方針で

あり、学校ホームページで

決算書を閲覧できる状況に

ある。 

 

  

特になし 特になし 事業計画書 

収支計算書 

基本調査 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 法人の決算書をホームページで掲載し、情報公開に取り組んでいる。公開が義務づけら

れている書類については作成しており、マニュアルに基づき公開している。 
財務状況については毎年、決算終了後にホームページ上で公開する方針である。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



６３ 

 

基準９ 法令等の遵守 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

法令順守を学園の重要方針の 1 つとして掲げ、全職員で高

い意識をもち行動をしている。学内では、担当部署の職員が

各学科・部署のリーダーと全コンプライアンス委員会を設置

し、啓蒙をおこなっている。 

 

 

 

 

 

専修学校および厚生労働省指定養成施設等の規定・規則等

で必要な申請・届出・報告を都度実施している。 

 

 

 

個人情報については学内に個人情報保護委員会を設置し

て基本方針を明確にしている。また、個人情報のデータにつ

いては情報漏えいが発生しないように、学園関係部署と協力

のうえで、防止策を講じている。個人情報保護の知識と規範

について教職員、学生に対して確認テストを実施している。 

 

自己評価の実施については学則の他、「自己点検・評価規

定」を整備して毎年実施している。学校関係者評価委員会で

は自己評価について、様々な立場からの視点で貴重な意見を

いただき、学校運営の改善をおこなっている。 

 

ホームページで情報公開をおこなっており、定期的に内容

の更新をおこなっている。 

 

 

  

 学生に対しての個人情報保護及び IT リテラシー教育をよ

り一層充実させていくことが必要と考えている。また、一度

きりの伝達では行動変容を促すことは難しいので、新入生オ

リエンテーション、在校生ガイダンス、実習前教育など、各

学部が常に重要性を伝えていく機会を設定していく方向で

ある。学生はもちろんであるが、教職員（非常勤講師を含む）

および学生に対する個人情報保護について理解度を確認す

る Web でのテストを今後も継続していく。 

 

 各種必要な申請・届出・報告事項については。遅滞なく実

施ができるように、年間のスケジュール・担当を明確にして

進めている。 

 

 

 

個人情報保護については、常に注意を怠らぬように啓蒙活

動をしていくことが必要であり、毎年、防止策を改善してい

くことが必要である。 

 

 

学校関係者評価を確実に行い、業界等の外部の意見を取り

入れている。行政との関係や学校の現状を鑑みて、全てを一

度に反映できるものではないが、確実に取り入れていき、業

界と共に学生を育成していく体制を構築していきたい。委員

については「教育課程編成委員会実施規定」に合わせ、原則

として任期を２年とし、2021 年度も新たな委員を任命した。 

 

情報公開はホームページで公開しているが、教育内容等に

ついて公開内容を充実していく方針である。 

 

教育活動の情報提供については「専門学校の情報提供ガイ

ドライン」（文部科学省）に沿って、学校ホームページ上で公

表している。 

 

 

 

 

 

Web を使用して個人情報保護の知識と規範について教職

員、学生に対して確認テストを実施している。 

また 2021 年度に引き続き、2022 年度も「日本プライバシ

ー認証機構」に依頼を行い、全教職員を対象とした個人情報

保護についての個別研修を実施した。 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



６４ 

 

 

9-32 （1/1） 

9-32 関係法令、設置基準等の遵守 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

9-32-1  法令や専修

学校設置基準等を遵

守し、適正な学校運

営を行っているか 

□関係法令及び設置基準等に

基づき、学校運営を行うとと

もに、必要な諸届等適切に行

っているか 

□学校運営に必要な規則・規

程等を整備し、適切に運用し

ているか 

□セクシュアルハラスメント

等ハラスメント防止のための

方針を明確化し、防止のため

の対応マニュアルを策定して

適切に運用しているか 

□教職員、学生に対し、コンプ

ライアンスに関する相談受付

窓口を設置しているか 

□教職員、学生に対し、法令遵

守に関する研修・教育を行っ

ているか 

５  教育理念や目標を達成す

るには、学生・保護者・高等

学校・地域からの信頼を得

なければならず、関連法令

等の遵守は基本方針として

いる。 

法令や設置基準の遵守に

対する方針は、文章化し、法

令や設置基準の遵守に対応

する体制作りは整備できて

いる。学園本部からの適切

なサポートも受けられる体

制にある。 

本校は厚生労働省指定の

養成施設である学科が多数

あり、学則だけではなく養

成施設としての申請・届出

を法令に基づき行ってい

る。 

 2017 年度以降、コンプラ

イアンス専従の担当者を設

け、申請・届出ともに計画的

に行っている。 

 

 特になし 特になし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営に関する規則等は整備されている。専修学校や厚生労働省養成施設等に関する

申請・届出等も都度、実施されている。 

  

2017 年度に学内にコンプライアンス専従担当者を置き、担当者を中心に計画通りに進め

ることができている。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



６５ 

9-33 （1/2） 

9-33 個人情報保護 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

9-33-1  学校が保有

する個人情報保護に

関する対策を実施し

ているか 

□個人情報保護に関する取扱

方針・規程を定め、適切に運用

しているか 

□大量の個人データを蓄積し

た電磁記録の取扱いに関し、

規程を定め、適切に運用して

いるか 

□学校が開設したサイトの運

用にあたって、情報漏えい等

の防止策を講じているか 

□学生・教職員に個人情報管

理に関する啓発及び教育を実

施しているか 

５  個人情報保護の規定を定

めており、全教職員が遵守し

ている。 

 

学生には入学の際に個人

情報保護法に関する基本情

報の取り扱いについて明示し

ている。  

 

個人情報の外部持出しは

禁止しており、書類（紙）での

個人情報は個人情報保管室

等で適切に管理している。 

保管義務はあるが当面使

用の見込みがないものは、学

園と提携している保管業者に

委託管理している。 

 

個人データ等の電磁記録

情報は学校のネットワークシ

ステムで管理し、各種記録媒

体への情報のコピーは原則

として許可していない。 

 

学校が開設しているサイト

については本部の専門部署

の協力を得て、適切な防止

策をおこなっている。 

 

学生については個人情報

への意識が希薄になりやす

い。SNS などを含めた個人情

報保護についての意識づけ

が必要である。 

 

学内ではなく実習等にお

いて個人情報に学生が触れ

る機会がある。 

 

教職員については非常勤

講師を含めた取り組みが必

要である。 

 学生へはオリエンテーシ

ョン、ガイダンス、実習前教

育のみではなく、日々のク

ラス活動等で個人情報とは

何か、その取り扱いの重要

性を今後もしっかりと意識

付けしていく。 

 全教職員（非常勤講師を

含む）と学生に Web でおこ

なう個人情報に関するテス

トを義務付けた。 

また昨年度に引き続き、

「日本プライバシー認証機

構」に依頼を行い、全教職員

を対象とした個人情報保護

についての研修を実施し

た。 

個人情報保護関連書類 

 

 

 

 

 

 



６６ 

9-33 （2/2） 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

9-33-1 続き    個人情報保護の重要性に

ついては教職員、学生に周

知、徹底を図っている。就業

規則にも明記している。 

 

学生および教職員（非常勤

教員含む）に個人情報保護

に関するテスト(WEB で実

施)をおこなっている。 

   

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 2005 年 4 月 1 日に個人情報保護の体制は完了している。書類（紙）での保管は厳重に行

っている。 

 データ管理は徹底されており、システムにおいても防止策を講じている。就業規則にも

個人情報保護義務を明記している。 

全教職員（非常勤講師を含む）と学生に WEB でおこなう個人情報に関するテストを義

務付けている。また昨年度に引き続き、「日本プライバシー認証機構」に依頼を行い、全教

職員を対象とした個人情報保護についての研修会を実施した。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



６７ 

9-34 （1/2） 

9-34 学校評価 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

9-34-1  自己評価の

実施体制を整備し、

評価を行っているか 

□実施に関し、学則及び規程

等を整備し実施しているか 

□実施に係る組織体制を整備

し、毎年度定期的に全学で取

組んでいるか 

□評価結果に基づき、学校改

善に取組んでいるか 

５  学則に規定し、「自己点

検・評価規定」を整備し毎年

取り組んでいる。評価結果

に基づいて改善に取り組ん

でいる。 

毎年、自己点検・自己評価

を実施し、課題については

優先順位をつけて改善を図

るため、全ての項目への対

応となっていない。 

毎年、学校関係者評価委

員会を開催し、自己点検・問

題点の改善は、運営会議で

の決定事項として、執行役

員からの指示で各部署が改

善している。 

自己点検・自己評価報告書 

 

9-34-2  自己評価結

果を公表しているか 

□評価結果を報告書に取りま

とめているか 

□評価結果をホームページに

掲載するなど広く社会に公表

しているか 

５ 評価結果については報告

書にとりまとめ、ホームぺ

ージ上でも公表している。  

 特になし 特になし 自己点検・自己評価報告書 

9-34-3  学校関係者

評価の実施体制を整

備し評価を行ってい

るか 

□実施に関し、学則及び規程

等を整備し実施しているか 

□実施に際して組織体制を整

備し、実施しているか 

□設置課程・学科に関連業界

等から委員を適切に選任して

いるか 

□評価結果に基づく学校改善

に取組んでいるか 

５ 評価を受けるにあたり学

則および諸規定は整備され

ておる。実施組織は事務局

長を責任者として体制が組

まれている。 

 

学校関係者評価委員会は

卒業生、保護者、地域住民、

高等学校関係者、各学科の

関連業界の代表者に委員を

委託している。任期は「職業

実践専門課程実施規定」に

合わせ原則として２年とし

ている。 

 特になし  特になし 

 

 

学校関係者評価委員名簿 

 

 

 

 

 

 



６８ 

9-34 （2/2） 

 

 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

9-34-4 学校関係者評

価結果を公表してい

るか 

□評価結果を報告書に取り

まとめているか 

□評価結果をホームページ

に掲載するなど広く社会に

公表しているか 

５ 委員から意見や改善点を

指摘して頂き、学校改善に

取り組んでいる。 

 

報告書を取りまとめ、ホ

ームページに掲載してい

る。 

 

 

 

特になし 特になし  学校ホームページ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学則に規定し、「自己点検・評価規定」を整備し毎年取り組んでいる。評価結果に基づい

て改善に取り組んでいる。 

 学校関係者評価委員会の委員は適切に選任している。 

 情報についてはホームページで公開している。2019 年度は高等教育無償化申請に合わ

せ、対象学科のシラバス、実務経験教員一覧、卒業認定に関する方針等をホームページ上

で情報公開を行った。 

 

 今年度も引き続き、高等教育の修学支援新制度の認定校として左記情報をホームページ

上で 6月末に公開を予定している。 

  

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

 

 

 



６９ 

9-35 （1/1） 

9-35 教育情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

9-35-1  教育情報に

関する情報公開を積

極的に行っているか 

□学校の概要、教育内容、教職

員等教育情報を積極的に公開

しているか 

□学生、保護者、関連業界等広

く社会に公開するための方法

で公開しているか 

４ 教育関連の情報公開は、閲

覧による方法の他、ホーム

ページでも公表を行ってい

る。 

ホームページで公表する

内容を充実していく必要が

ある。 

情報公開に関してはホー

ムページを主に外部から何

が求められているかを検討

し、広報センターおよび教

務部が協議のうえ、公開内

容を改善していく。 

ホームページ公表資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 教育情報の情報公開は、閲覧による公表の他、ホームページで行っている。今後も公開

内容を検討し、充実させていく。 

 

今年度以降も引き続き、高等教育の修学支援新制度に合わせホームページ上で情報公開

を 6 月末に行う。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７０ 

基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【社会貢献・地域貢献】 

地域共生社会構築の拠点として江戸川区より委託を受

けている「なごみの家」や地域のこどもたちと保護者に対

してプログラムを提供する「こども教室」は、社会貢献・

地域貢献として大きな役割を果たしている。 

 

また同様、江戸川区から運営委託を受けている「地域活

動相談・支援センターかさい」の管理運営など地域に根差

した貢献活動に積極的に取り組んでいる。 

これらの事業は地域貢献だけではなく学生が現場実践

力を身につける貴重な学習の場としても機能している。 

江戸川区からは潜在的介護人材の職場復帰や介護者の

不安を軽減することを目的とした「介護はじめてセミナ

ー」「介護の担い手研修」を委託され運営し、行政と連携

した地域貢献をおこなっている。 

 

【ボランティア活動】 

 コロナ禍により募集や活動機会が減少している現状に

ある中で、授業におけるボランティア実習の形での実施を

再開しつつある。 

 

 

 

コロナ禍により地域社会接点を持つ機会は減少しつつある一

方、感染予防に留意しつつ、学校行事や授業を通して地域や

社会のニーズに応えていくよう貢献活動に取組んでいく。 

 

 

 

ハローワークの職業委託訓練として介護福祉士・保育士・社

会福祉士・精神保健福祉士の 3 学科を受託し、幅広い年代の

方の国家資格取得を通した再就職に寄与している。 
 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 



７１ 

10-36 （1/3） 

10-36 社会貢献・地域貢献 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

10-36-1 学校の教育

資源を活用した社会

貢献・地域貢献を行

っているか 

□産・学・行政・地域等との連

携に関する方針・規程等を整備

しているか 

□企業や行政と連携した教育プ

ログラムの開発、共同研究の実

績はあるか 

□国の機関からの委託研究及び

雇用促進事業について積極的に

受託しているか 

□学校施設・設備等を地域・関

連業界等・卒業生等に開放して

いるか 

□高等学校等が行うキャリア教

育等の授業実施に教員等を派遣

するなど積極的に協力・支援し

ているか 

□学校の実習施設等を活用し高

等学校の職業教育等の授業実施

に協力・支援しているか 

□地域の受講者等を対象とした

「生涯学習講座」を開講してい

るか 

□環境問題など重要な社会問題

の解決に貢献するための活動を

行っているか 

□学生・教職員に対し、重要な

社会問題に対する問題意識の醸

成のための教育、研修に取組ん

でいるか 

５ 2006 年度より障害者の地域活

動センターである「地域活動・相

談支援センターかさい」の運営

を行っている。 

介護福祉士科・こども保育科、

社会福祉士一般養成科・精神保

健福祉士一般養成科では東京都

からの委託で介護福祉士・保育

士・社会福祉士・精神保健福祉士

取得を目指す職業訓練生の受け

入れを行っている。 

地域共生社会構築の拠点とし

て江戸川区より委託を受けてい

る「なごみの家」や地域のこども

たちと保護者に対してプログラ

ムを提供する「こども教室」は、

社会貢献・地域貢献として大き

な役割を果たしている。 

企業等からは教育課程編成委

員会で教育カリキュラム等への

意見を頂いている。 

江戸川区からの委託で「はじめ

てセミナー」「介護担い手研修」

を行っている。 

 

高等学校から出張・来校等で依

頼を受けた特別授業を通して、

福祉に関する社会課題の理解や

その解決方法について考えを深

めることができる授業に取り組

んでいる。 

 

 

 2023 年度に入り課題とな

っているのは学生主体のボ

ランティアの実施及びボラ

ンティアの募集となる。 

 

学校の教育に組み込んだ取

り組みについては積極的か

つ質の良い活動や貢献がで

きているが、学生主体となっ

て自ら手を挙げて行うボラ

ンティアの人員確保が難し

くなっている 

 地域の方や団体の方に授

業にはいってもらい、モチベ

ーションや目的について直

接、伝える場をつくり学生が

自ら動ける環境をつくって

いきたい。 

 

地域支援センターかさ

いパンフレット 

 

10-36 （2/3） 

  



７２ 

 

 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

10-36-2 国際交流に

取組んでいるか 

□海外の教育機関との国際交流

の推進に関する方針を定めてい

るか 

□海外の教育機関と教職員の人

事交流・共同研究等を行ってい

るか 

□海外の教育機関と留学生の受

入れ、派遣、研修の実施など交

流を行っているか 

□留学生の受入れのため、学修

成果、教育目標を明確化し、体

系的な教育課程の編成に取組ん

でいるか 

４ 本学園では、アジア圏の学

校と連携し、留学生の相互受

入、共同研究、開発に向けて

の作業が進行している。 

介護福祉士科、国際福祉ビ

ジネス科においては、留学生

に対する日本語の補習授業

や理解しすい授業構築など

を継続的に取組んでいる。 

 2020 年度以降に久しぶり

の開催予定となっていたが

ロシアとウクライナの戦争

でヨーロッパ方面の海外研

修を中止と学園が決定した。 

 

そのため、国内研修に切り替

えたりオンラインでの講演

を実施することになった。 

2024 年度は学園でも実績の

あるアメリカの大学と提携

しながら海外研修内容を構

築し実施予定となっている。 

滋慶学園パンフレット 

海外研修案内（学生用） 

 



７３ 

10-36 （3/3） 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

10-36-2 続き □海外教育機関との人事交

流、研修の実施など、国際水準

の教育力の確保に向け取組ん

でいるか 

□留学生の受入れを促進する

ために学校が行う教育課程、

教育内容・方法等について国

内外に積極的に情報発信を行

っているか 

 海外研修については多く

の学科でカリキュラムに取

り入れ実施している。 

 

法人本部に海外の教育機

関との連携や留学生受け入

れに際してサポートする部

署があり、学校と連携が図

れている。 

留学生の受け入れはこれ

までもおこなってきたが、

2017 年度よりアジア諸国

の留学生の学習ニーズが高

いことから、積極的な受け

入れを実施している。 

 

   

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 行政との連携では江戸川区からの委託事業「はじめてセミナー」「介護担い手研修」の他、

2018 年度より同じく委託事業「地域共生社会構築の拠点なごみの家葛西南部」がスタート

し、社会貢献・地域貢献の核となるよう取組んでいる。 

2020 年度からのコロナ禍により海外研修の実施が難しいなか、積極的な受け入れを行なっ

ている留学生との相互理解などを通し、国際的な感性を育む機会を構築していくことが必

要である。 

 ハローワークの職業委託訓練は、2023 年度入学生については「介護福祉士養成科」「保

育士養成科」「社会福祉士一般養成科」の受託を受けている。 20２3 年度は SDGs をテー

マ据えた学園祭の開催を１０月に開催したこともきっかけとして、引き続きコロナ禍によ

り機会が減少しつつある地域貢献活動にも積極的に取組んでいく。 

 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 



７４ 

10-37 （1/1） 

10-37 ボランティア活動 

 

小項目 チェック項目 評定 現状・具体的な取組等 課   題 課題の改善方策 参照資料 

10-37-1 学生のボラ

ンティア活動を奨励

し、具体的な活動支

援を行っているか 

□ボランティア活動など社会

活動について、学校として積

極的に奨励しているか 

□活動の窓口の設置など、組

織的な支援体制を整備してい

るか 

□ボランティアの活動実績を

把握しているか 

□ボランティアの活動実績を

評価しているか 

□ボランティアの活動結果を

学内で共有しているか 

５  ボランティア活動はキャ

リア教育として動機付けを

行っており、キャリアセン

ターおよび各学科が窓口を

担っている。コロナ禍によ

り募集や活動機会が減少し

ている現状にある中で、感

染対策を実施しつつ 2021

年は学校がコーディネート

し「現場体験プログラム」の

授業におけるボランティア

実習を順次再開している。 

 

 

地域や業界から学生と

協働した活動のニーズ

や実施実績はあるもの

の、継続的な取り組み

や発信が十分でない面

がある。 

各学科の教育プログラ

ムに組み込めることを

中心に活動をおこなっ

ていく。 

 

それとは別に学生ポー

タルサイトにボランテ

ィア募集を掲載し学生

の主体的な活動の促し

をおこなっていく。 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

コロナ禍により募集や活動機会が減少している現状にある中で、授業におけるボランティ

ア実習の形での実施を再開しつつある。 

 

2023 年から地域貢献活動に取り組む学生コミュニティ「TEAM Social Good」

を立ち上げ、活動の推進と発信を行っていく。 

 

 
最終更新日付 2024 年 5 月 1 日 記載責任者 松川 勝吉 

 

 


